

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話







「いつもすまないねえ、みんな」




　都内某所。

　平凡な住宅街の、平凡な一軒家のお風呂場で。

　大おお神がみヒカルは感謝の言葉を口にする。

「今日も三人から身体からだを洗ってもらって、僕は幸せ者だよ──あ、そこ気持ちいい。相変わらず洗うのが上手だね、珂か子こ姉さん」

「あらお上手ね」




　そう微笑ほほえむのは長女の珂子。

　三姉妹の中でもっとも年上キャラの彼女は、ヒカルの右腕をやさしく洗いながら、母性あふれる声で言う。

「お世辞でもうれしいわ。ヒカルさんに褒められたからには、お姉さんもっとがんばっちゃう。どこか痒かゆいところはある？」

「うーんそうだなあ……じゃあ、二の腕あたりをもう少し」

「このあたり？」

「うん、そこそこ。あー気持ちいい～」




「──ヒカル様。お背中の具合はいかがでしょう？」




　次に問いかけてきたのは次女の依い真まだ。

　三姉妹の中でもっともお嬢さまキャラの彼女は、ヒカルの背中をていねいに洗いながら、透明感あふれる声で言う。

「わたくしだってヒカル様に褒めてもらいたいです。誠心誠意ご奉仕いたしますので、リクエストがあればどんどん言ってくださいまし」

「ありがとう依真さん。じゃあ背中の真ん中あたりをちょっと強めに」

「こうですか？」

「そう、そんな感じ。うん、力加減が上手だね。とても気持ちいい」




「ヒカルお兄ちゃん！　こっちはどうかなっ？」




　最後に聞いてきたのは三女の美み來らいだ。

　三姉妹の中でもっとも妹キャラの彼女は、ヒカルの左腕を元気よく洗いながら、はきはきした声で言う。

「お兄ちゃんの身体からだを洗うのは、ぼくがいちばん上手だし！　ほらほらこうでしょ、こんな感じがいいんでしょ～？」

「おっ、おっ──うん、確かにこれは気持ちいい。さすが美來ちゃん、洗い方のツボがわかってるね」




　大おお神がみ家のありふれた光景である。

　もちろん大神ヒカルは自分で身体を洗えないわけではない。

　自分ひとりでお風呂に入るのが面倒、なわけでもない。

　だが『お風呂は全員いっしょに！』というのが三姉妹の強い主張なのである。

　そして『だったらまあ、いいか』と受け入れるのが大神ヒカルという少年なのだ。

　だって洗ってくれるって言うんだから。洗ってもらった方がいいじゃない。




「ヒカルさん。こんな感じはどうかしら？」

　ごしごし、むにゅんむにゅん。

　珂か子こが熱心に右腕を洗う。１００センチのサイズを誇るド級の胸で。




「ヒカル様。もう少し強めに洗った方がよろしいでしょうか？」

　ごしごし、ぷるるんぷるるん。

　依い真まが丹念に背中を洗う。サイズでは姉に及ばないが、Ｇカップの張りのある胸で。




「ヒカルお兄ちゃん。ぼくだってテクニックじゃ負けてないでしょ？」

　ごしごし、ほよよんほよよん。

　美來が無邪気に左腕を洗う。将来性を感じさせる、ほどよくふくらんだ胸で。




「いやあ困ったなあ」

　眉をハの字にしてヒカルは言う。

　身体を洗ってくれるのはいいが、スポンジじゃなくて胸で洗うのはどうなんだ。ＰＴＡとか教育委員会に見つかったら一発でアウトじゃないか。

　でも仕方がない。

　だって洗ってくれるんだから。




「困った、困った」

　ちなみに泡で隠れている股間がどうなってるかは、ちょっとお目にかけられない。それをお目にかけると十八禁のマークが貼られてしまう。




「ねえみんな。こういうのってよくないと思うんだな、僕は」

「あら、何の問題があるのですかヒカルさん？　わたしたち三姉妹はただ、あなたのお役に立ちたいだけなのに」

「珂か子こ姉さまの言う通りですよヒカル様。お身体からだぐらいわたくしたちに洗わせてくださいまし」

「そーだそーだー。ヒカルお兄ちゃんはなーんにも考えなくていいの、ぼくたちに全部まかせてくれればおーるおっけー！」

「うーん困ったなあ」




　股間を大変な状態にしながら、本当に困ってるのか困ってないのかわからない顔でヒカルは言う。いや本当に困っているのだが、態度が自然すぎてぜんぜん困ってるように見えないというか。

　そして困ってるように見えないから、三姉妹も調子に乗る。




「さて。両腕と背中を洗うのはこのくらいにしておいて」




　ぽん、と手を叩たたいて珂子が楽しげに言う。

「そろそろ本番かしら」

「ええ本番ですわね」

「うんうん本番だよね」

「いやー。困るよみんな。本番は」

「あら、そういうわけにはいきませんよヒカルさん。ちゃんとやることはやらないと」

「珂子姉さまの言う通りですわ。途中でやめてしまうのはよくないことです」

「そうそう。いちど始めたからには最後までやらないと、だよっ」




　本番とは？

　まさか高校生にあるまじき不健全な行為を？

　ご安心いただきたい。彼女らも分別はある。この場で生殖行為に及んだりせぬ。

　少しだけ洗う場所を変えるだけだ。

　背中から股間へと。




「じゃあ僭せん越えつながら、ここは長姉であるわたしが」

「待ってください珂か子こ姉さま。わたくしもここは譲れません」

「お姉ちゃんたちばっかりずるーい！　ぼくだってヒカルお兄ちゃんのお股を洗ーらーいーたーいー！」

「いやー。困るんだけどなー、さすがに股間は」




　ヒカルはやんわりと主張する。

　三姉妹はさらりとスルーする。




「うーん……じゃあ勝負で決める？」

「仕方ありませんわね。勝負で決めましょう」

「わーい！　勝負だ勝負だー！」




　ひとしきり盛り上がってから。

　三姉妹はそろって目を閉じた。

　広くもない風呂場に、男一人、女三人。

　全員泡だらけの丸裸。「ここで逃げたら怒るんだよなあ……」ひとりボヤいているヒカル。かなりシュールな光景だ。




　そのまま十秒ほど経たって。

　三姉妹が同時に目を開き、「ぷはーっ！」と息をつく。




「負けました」

「負けてしまいましたわ」

「わーい、勝った勝ったー！」




　珂子と依い真まはしょんぼり。

　美み來らいひとりがはしゃいでいる。




　説明しよう。

　珂子。

　依真。

　美來。

　彼女たちはそれぞれ北欧神話の女神・ノルン三姉妹の生まれ変わりである。

　彼女たち三人には、意見が対立した時はアストラル体を仮想ラグナロク空間に飛ばし、人間世界に換算して数百年におよぶ大バトルをくり広げ、その勝者の意見を採用する──というルールがあるのだ。

　三姉妹が目を閉じていた十秒は、実際には数百年に及ぶ死闘だったという衝撃の事実。

　……何を言ってるのかわからない？　まあでもそういう話だとご理解ください。




　ちなみに三姉妹いわく、大おお神がみヒカルは大たい神しんオーディンの生まれ変わりであるらしい。

　それで彼女たちは大神家に押しかけてきて、両親が海外で仕事をしてるのをいいことに居着いてしまったという流れ。

　ただし当人にまったく自覚はない。まあ『あなたは神の生まれ変わりです』といきなり言われて『そうだったのか！』と納得するヤツはいないだろう。

　いないのだが、何だかんだで三姉妹の強引さに押し切られて、いつの間にかみんなでお風呂に入って、身体からだを洗ってもらうのが日常になってしまったという……世の中には恐ろしいこともあるものだ。




「ずるいわ美み來らい」

「本当です。美來はずるいわ」

「えー？　ぼくの何がずるいの？」

「だって美來は女神であるだけじゃなくて、ヴァルキリーでもあるじゃない？」

「ヴァルキリーは戦うのが仕事だもの。わたくしや珂か子こ姉さまとはちがうわ」

「えー。でもお姉ちゃんたち、何だかんだで強いもん。それに二人で手を組んでぼくをやっつけようとするし、むしろその方がずるくない？」

「そうかしら」

「そうかしらねえ」

「そもそもさ、お兄ちゃんのお股を洗うのはぼくの方が向いてるよ？　だってぼくがいちばん年下でちっこいから。お姉ちゃんふたりは見た目が大人だから、わりとシャレにならないんじゃないかなあ？」

「あらそれは逆よ。わたしたち三人でいちばん見た目が幼いあなたこそ、見る人が見れば事案になるのでは？」

「近ごろは規制も厳しいという話だし、珂子姉さまとわたくしの方がヒカル様のお股を洗うのにふさわしいのではなくて？」




　もめている。

（うーん……これは困ったぞ？）

　ヒカルは悪い予感がしている。

　経験上、この流れはとてもまずい。

　なぜならノルン三姉妹は三人で一柱の女神であり、人格は別でも根っこは同じだったりする。同じなのでとにかく仲がいい。

　ということはつまり？




「じゃあこうしようよ！　みんなでお兄ちゃんのお股を洗う！」

「あら素敵な考えだわ」

「わたくしも賛成です」

「いや僕はどうかと思うんだけど」




　ひかえめに反対するヒカル。

　三姉妹は黙もく殺さつ。

「ケンカするぐらいならみんなで仲良く洗った方がいいよね～」

「みっつの手でお股を洗った方が、ヒカル様も気持ちいいですわよね」

「せっかくだからみんなで両手を使いましょう。２×３＝６の方が、きっとヒカルさんも気持ちいいでしょうし」




　いかん。

　これはいかんぞ。

　ヒカルはいよいよ困惑する。

　彼よりもずっと生まれ変わりの影響が強い三姉妹は、人間世界の倫理観などお構いなし。神々が往々にしてそうであるように、人間では理解できない思考で行動しがちなのだ。




　具体的に言うと、４Ｐとか重婚とか近きん親しん相そう姦かんとかお手の物。

　人間社会的には、歩くわいせつ物陳列罪。

　まあでも仕方ない。相手は神だし。




（いやいや。いかんだろうこれは。困った、困った……）




　真剣に悩む大おお神がみヒカル。




「じゃあみんな平等に」

「ええ平等に」

「せーの、でお股に手を伸ばそうね！」




　ヒカルにお構いなしで盛り上がる三姉妹。




　無抵抗（？）な青少年に、破は廉れん恥ちの魔の手が迫る──！




「ちょっと待てえええええええええい！」




　その時。

　風呂場のドアを蹴り開けて、新たな登場人物の姿が。

「ヒカルから離れなさいエロ三姉妹！　神の生まれ変わりだか何だか知らないけど、人間様の世界じゃそういう破廉恥は許されないのよッ！」




　野や暮ぼったい三つ編みにメガネ。化粧っ気のない顔。

　スタイルはいいのだが、し○むらで適当に買った服のおかげで台無し。

　宮みや本もとサクラ。

　典型的な『ちょっと口うるさいお隣の幼なじみキャラ』だ。




「あらサクラちゃん。いらっしゃい」

　長女の珂か子こがにこやかに出迎える。

「今、お夕食前にみんなでお風呂に入ってるところなの。これが終わったらサクラちゃんもいっしょにごはん食べていく？」

「食べません！　ていうか股間をまさぐろうとする手をどけて！　今すぐヒカルから離れなさい！」




「まあまあサクラさん、落ち着いて頂戴」

　次女の依い真まがやんわりたしなめる。

「そんな風に怒ると、せっかくの可愛かわいい顔が台無しですわよ？　それにいくら親しい仲とはいえ、よそ様のお風呂に乱入するのははしたないことですわ。ヒカル様を横取りされて気が立っているのはわかりますが……」

「隣の家だから聞こえてくるのよッ、あんたたちの破廉恥なやりとりが！　真面目に宿題やってるところにエロ動画みたいな声で気を散らされたら、殴り込みのひとつもされたって文句言えないでしょ!?　ていうかヒカルを横取りされて気が立ってるわけじゃないから！　そしてあんたも股間まさぐろうとする手をどける！」




「だいじょうぶだよっ、サクラお姉ちゃん！」

　三女の美み來らいが無邪気に笑う。

「ぼくたち女神って、基本的にやさしいから！　ヒカルお兄ちゃんを取り合う相手がひとり増えたってぜんぜん気にしないし！　だからサクラお姉ちゃんもいっしょにお風呂、はいろ？」

「誰が入るか！　ヒカルとは子供のころさんざんお風呂に入ったから、高校生になった今はもう結構です！　ていうかあんた、さりげなく股間をごしごし洗ってるわよね!?　通報するわよ本気で！」




　……うーん、困った。

　ヒカルは難しい顔をして腕を組む。経験上、こういう状況で口を出しても逆効果だ。

　菩ぼ薩さつのごとく心涼やかに、成り行きに任せるに限る。オーディンの生まれ変わりが菩薩というのも妙な話だが。




「とにかくみんなお風呂から出て！　ちゃんと服を着なさい！　ヒカルも困った顔ばかりしてないでもう少し抵抗する！」

「はーい」




　一方、がみがみと説教されてる三姉妹は。

「サクラちゃんはお堅いわねえ」

「お堅いですわ」

「そーだそーだ、お堅いお堅ーい」

「なのでお姉さん、いいアイデアを思いついちゃったんだけど」

「奇遇ですわね。わたくしもです」

「はーい、ぼくもぼくも！」




　にんまり笑う三姉妹。

　みんなそろってサクラの方を見る。




「えっ……ちょっと何？　何なのその笑いは？」

「サクラちゃん。お風呂に入りましょう」

「は？」

「みんなで仲良くお風呂に入れば、人類みな平和ですわ」

「え、ちょ──」

「入ろー入ろー、さあお姉ちゃん脱いで脱いで」




　ターゲット変更。

　三姉妹がサクラにぴたりとまとわりつく。




「ささ、脱いで脱いで」

「ちょ、冗談でしょ!?」

「あら、色気のない下着ですわねぇ。今度いっしょに新しいのを買いに行きましょう」

「余計なお世話よ！　ていうか脱がすな！　手足を拘束するな！」

「いえーい、みんなですっぽんぽんだー。ひゃっほーい」

「待って、やめ、ヒカルが見てる前で──」




　……うーん、困った。

　お風呂椅子に座ったまま腕組みして、ヒカルはうなる。

　だんだん肌色の面積が多くなっていく幼なじみを、せっかくの機会だからまじまじと眺めながら（脱ぐとキレイなのだ）、心の中で敬礼。

　ありがとうサクラ。

　君が生いけ贄にえになってくれたおかげで、僕の股間の平和は守られたぞ。




「いやいや嘘うそでしょ、三姉妹そろって顔が本気なんですけど？　一枚ずつ脱がされてくし、手足はがっちり固められて動かせないし、ヒカルのアホは見てるだけだし──いやちょっと、パンツはやばいって、倫理的にあかんって、本気でこれ、ちょ、待、やめてやめ──だからマジでやめろつってんでしょうがゴルァ!?」





　　　　†






　怒号と悲鳴と嬌きよう声せいがひびきわたるこんなのが、大おお神がみ家＋一名の日常。
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　細かい事情はまた次回。





第二話







「頭おかしいと思う」




　スプーンを振るいながら、宮みや本もとサクラは断言する。




「神の生まれ変わりだとか言って他人の家に押しかける。そのまま居候する。お風呂に一緒に入って公序良俗を乱しまくる。あげくの果てに、止めに入った親切な隣人まで毒牙に掛けようとする。この際だからハッキリ言うけど、どうかしてます。隣に住んでる人間として、大おお神がみ家と付き合いのある者として、ヒカルの幼なじみとして──あたしは断固として抗議します」

「まあ普通ではないわよねえ」

　納得顔をしているのは、三姉妹の長女・珂か子こだ。

「だって、一応これでも女神だもの。考え方が人間とズレてるのは、仕方のないことだと思うのよ」

「お姉さまの意見にわたくしも賛成です」

　すぐさま支持を表明するのは次女の依い真ま。

「神には神の、人には人の生き方がありますわ。お互いに理解はし合えても、根本的には異なる存在ですし……時に衝突するのは無理もないこと」

「うんうん、仕方のないことだよねっ」

　三女の美み來らいも、元気よくあとに続く。

「ぼくたち神様って、人間から見るとなに考えてるかよくわからないところあるし。でも何だかんだで、神様と人間は最後には解わかり合えるパターンも多いし。長い目で見守ってくれるとうれしいなっ」




「やかましい」




　どんっ。

　テーブルを拳こぷしで叩たたき、サクラは女神どもの意見を一蹴する。

「日本に来た留学生が異文化になじめない、みたいなレベルの話にするな。百歩譲ってそうだとしても、郷に入りては郷に従え、って言葉があるでしょ？」

「まあまあサクラ」

　やんわり割って入るヒカル。

「みんな反省してると思うし。ここは穏便に」

「あんたは黙ってろ」

「ハイ」

　そして光の速度で退場。ヒカルだけに。




　大おお神がみ家のリビング、お風呂の後。

　五人で夕食のテーブルを囲んでいるところ。

　メニューはカレーライス。誰もが幸せになれる魔法の食事。




「そもそもヒカルが悪い」

　カレーのじゃがいもを突つつきながら、サクラは矛先を変える。

「あんたが甘いから三姉妹がつけあがるのよ。男らしくビシッとしなさいビシッと」

「なるほど。ビシッと」

「年ごろの男と女がいっしょにお風呂に入るのは間違ってる、まして四人いっしょになんてもってのほか、今すぐ荷物をまとめて家を出て行け──って言ってやりなさいよ」

「いやーそこまでは。三人とも路頭に迷っちゃうし」

「家を追い出されただけで路頭に迷う女神がどこにいるかっ」

　テーブルどんっ。

「ヒカル。正直に言いなさい」

「え、何を？」

「欲望に負けてるだけよね？」

「ぎくっ」

「口では『困った、困った』って言ってるけど──まあ実際に困ってることもあるでしょうけど──その一方では、可愛かわいい三姉妹にたっぷりサービスされて最高にラッキーだと思ってるのよね？」

「ははは、まさかそんな」

「ちょっとヘンなところはあるけど、あんたが普通の男子高校生だってことはわかってんのよ。いっしょにお風呂に入って身体からだも洗ってもらったら、うれしく思うわよね？」

「いやいや思いません。ほんとだよ？」

「白状しなさい。今なら許す」

「正直、めっちゃおいしいポジションだと思ってます」

「やっぱり。これは罰が必要ね」

「そんな!?　許すって言ったのに！　うそつき！」

「うそつきだなんて人聞きの悪い。ちゃんと許してるわよ。罰も与えるってだけで」

　そう言って、サクラはカレーライスに入っているニンジンをヒカルの皿へ。

「これを食べなさい。それで今回はチャラにしてあげる」

「サクラは相変わらずニンジンが苦手だね」

「勘違いしないで。これは親切よ。ニンジンはとっても栄養があるんだから」

「僕はニンジン好きだからぜんぜんオッケーだよ。これだけで許してくれるなんて、サクラは心が広いなあ」

「ふん。お世辞を言ってもだめよ」

　鼻を鳴らすサクラ。

　だけど言葉とは裏腹に、態度はまんざらでもなさそうだ。

「とにかく、エロ三姉妹のいる大おお神がみ家はとっても不健全だから、これからもあたしがしっかり監視していきます。目に余る行為があったら速攻で乱入するからそのつもりで。まったく……ヒカルはあたしがついてないとホントにダメなんだから」

「ツンデレねえ」

　カレーに福神漬けを乗せながら、珂か子こが茶々を入れる。

「青春ですわね」

　カレーに温泉玉子を乗せながら、依い真まも茶々を入れる。

「とっても可愛かわいいよねっ」

　カレーにらっきょを乗せながら、美み來らいも茶々を入れる。

「誤解すな！」

　テーブルどんっ。

　反論するサクラだが、顔が赤い。

「誤解じゃないわよねえ」

「検証可能な事実ですわ」

「好きじゃなかったら、わざわざ隣の家まで怒鳴り込んでこないよー」

「むしろわたしたち三姉妹をダシにしてる気さえするの」

「大神家に来る口実にしてますわよね、わたくしたちを」

「ツンデレだから素直に遊びに来れないんだよね、サクラお姉ちゃんは」

「なんだかんだでカレーもお呼ばれしてるし」

「しかもニンジンはヒカル様に食べさせていますわ」

「尻に敷くタイプだよね、サクラお姉ちゃんって」

「でもツンデレなのよね」

「素直になればよろしいですのに」

「さっさと告白して付き合っちゃいなよ～」

　三姉妹が畳みかける。

　三方向からサラウンドで。

「あーもーウザいしうるさいし！」

　サクラがわめく。

「三人いっぺんにしゃべられると頭痛くなる！　ひとりにまとめて！」

「あら。じゃあそうする？」

「そういたしましょう」

「りょうかーい」

　そういうことになった。

　三姉妹はテーブルの真ん中に向けて手をかざす。

　それから三人そろって唱和する。




「「「へんし～ん！」」」




　まばゆい光が場を包んだのは一瞬。

　もとの明るさに戻ると三姉妹の姿はなく、ギャルっぽい見た目の美少女がひとり。




　──説明しよう。

　珂か子こ・依い真ま・美み來らいの三姉妹──すなわちウルズ・ベルザンディ・スクルドの三女神は、合体すると運命の女神・ノルンになるのだ。

　サクラが三人分の話を聞くのが面倒な時、あるいは三姉妹の気が向いた時などに、このモードに変わる。

　ちなみに本来、手をかざす必要もなければ「「「へんし～ん！」」」と声を出す必要もない。三姉妹の単なるノリである。




「ほら。変わってあげたし？」

　ギャル美少女──女神ノルンは、三皿分のカレーを引き寄せながらニヤニヤする。

「サクラっちはこっちの方がいいんしょ？　何か言いたいことがあるなら聞くし？」

「……別に言いたいことはないわよ。ウザいからひとりにまとめて、って言っただけ」

「まー確かに？　三人からツッコまれるよりか、ウチひとりからイヂめられる方がマシ的な？　そういうことっしょ？」

「…………」

　サクラは無視。

　カレーライスをもっしゃもっしゃとかき込んでいる。

「サクラっち、わかりやすすぎ。立場が悪くなったり言いたくないことがあると、すぐに黙り込む的な？」

「……勘違いしないでよね。カレーを食べるのにいそがしいから黙ってるだけよ。もぐもぐ、もしゃもしゃ」

「はいはい、そういうことにしといたげるし。ウチはサクラっちにやさしいからツッコミもほどほどにしといてあげるし」

「やははひい、ほれはへおはっはらひっはりひろふろふへるはは」

「『やかましい、これ食べ終わったらしっかり白黒つけるから？』──はいはい、わかったから食事に集中するし。カレーを口いっぱい詰め込んだまましゃべっても、何言ってるかわからない的な」

　けらけら笑って、自分もカレーを頬ほお張ばる女神ノルン。

「ところでヒカルっち、まだ腹減ってるっしょ？　カレーのお代わりする？　ていうかしちゃいな？　食べ盛りなんだからしっかり食べるし」

「あ、うん、ありがとう。いただこうかな」

「ヒカルっちは福神漬け山盛りが好みっしょ？　よかったら粉チーズなんかも入れる？　ヒカルっちの好きなパルミジャーノをたくさん削って」

「あ、それおいしそう。お願いします」
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「ういうい、ウチに任せなし」

　席を立って台所に向かいながら、ノルンはにやり。

「サクラっち、こういうところっしょ？　見た目は肉食ギャルで、中身は気遣いのできる良妻賢母。ギャップの演出が現代のトレンド的な？」

「やかましい。そういうあざといのはお呼びじゃないのよ。……ていうかあたしだって、ヒカルの好みぐらいわかってるし……わざとらしく振る舞うのが趣味じゃないだけで、その気になれば……」

「サクラっち？　小声でぶつぶつ言っても聞こえないし？」

「聞こえなくていいから。さっさとカレーのお代わりを持ってきなさいよ。……あ、ついでにあたしのもお願い。大盛りで」

「はいはーい」

　ノルンは笑って了解。

　何だかんだでギスギスしない、大おお神がみ家の食卓。




「うまいうまい」

「美お味いしいっしょ？」

「まあ悪くないわね」




　三人（あるいは五人）で、わいわいやりながらカレーを食べる。

　ヴァルハラにもアースガルズにもムスペルヘイムにも関心を持たず、神話世界のしがらみをことごとく無視して、ひたすらイチャコラするだけのラブコメディ。

　それが彼らの日常。

　終末戦争ラグナロクがとっくに終わった今、彼らにとってもっとも健全な現実。

　みんなでお風呂に入るのもその一環だ。みんな裸でみんな仲良し。ラブ＆ピース。女神たちが身をもって表現する、理想の世界。

　たぶん。きっと。そのはず。




「単刀直入に聞くわ」

　スプーンをテーブルに置いて、サクラが言う。

「あんたたち三姉妹の目的は何？　ヒカルに近づいて、なし崩しに居候して、毎日エロいことばっかりして。いったい何を考えてるの？」

「えー？」

　ノルンはくちびるを尖とがらせる。

「そんなこと言われてもウチら何も考えてない的な？　ヒカルっちが好きで、ヒカルっちと仲良くしたくて、それでスキンシップしてるだけ、みたいな？」

「嘘うそね」

「嘘じゃないしぃ。めっちゃマジのマジマジだしぃ」

「あたしそういうの信じないから。こう見えて勘の鋭さには自信があるのよね。あんたたちは頭おかしいけど、根っこは馬鹿じゃない。間違いなく何か企たくらんでる。この場で白状しなさい、ヒカルだって真実を知りたいはずだから」




　いや。

　別にいいんだけどなあ、僕は。

　声に出さずにヒカルは考える。

　だって、見るがいいこのカレーライスを。

　福神漬けとパルミジャーノをたっぷり乗せたカレーライスは、絶品のひとこと。三姉妹は基本的にどんな料理も上手で、朝昼晩の三食をマメに作ってくれるのだ。

　おいしいごはんを毎日食べられるのはとても幸せ。

　その幸せを運んでくれる三姉妹には感謝こそすれ、疑うことなど何もない。




「……くっくっく。バレてるなら仕方ないし」




　ところがどっこい。

　サクラに追及されたノルンが、何やら悪そうな笑みを浮かべているではないか。

「ウチら三姉妹の企みを見抜くなんて、さすがはサクラっちだし。こうなったらお望み通りこの場で白状するし」

「なっ……やっぱりそうだったのね!?　いったい何を企んでるの!?」

「くっくっく。聞いて驚くなし」




　カレーで黄色くなったスプーンを振るいながら、悪役顔で熱弁するノルン。




「実はヒカルっちに毎日エロいことしてるのは壮大な計画があるからっていう？　サクラっちには想像もつかない的な？」

「ううっ……悔しいけど確かに想像つかないわ。壮大な計画とは一体？」

「知っての通り、ヒカルっちはウチらの主神・オーディン様の生まれ変わりなんだけど。その自覚がぜんぜんないっていうか、ぶっちゃけフツーの人間と変わらないっていうか。どうせならちゃんと復活したオーディン様も見てみたい的な」

「ふむ。そのへんは分からなくもないわね」

「たぶんだけど、オーディン様は何かしらの原因で、ヒカルっちの中に封印されてる的な？　でもってその封印を解く鍵は、ヒカルっちの煩悩と連動してるっぽい、ってウチら三姉妹は予想してるわけ」

「んん？　どゆこと？」

「ほらヒカルっちって、エロいことが好きは好きなんだけど、ちょっと菩ぼ薩さつみたいなところあるっしょ？　エロいことされてもデレデレしてるだけで、男の本性をあらわしてルパンダイブしてこないっしょ？　それってちょっとヘンっしょ？」

「うーん。確かに」

「だからウチらはヒカルっちにエロいことしてる的な。ヒカルっちがウチらのエロに負けて煩悩を解放した時、オーディン様は復活するってハナシ」




　な、なんだってー？

　声に出さず驚くヒカル。

　そっかー。そうだったのかー。

　ま、それはそれでいいか。幸せの対価ってことで。




「そしてオーディン様が復活した時！」

　両手を天に掲げて叫ぶノルン。

「我らがかつて在った神話世界もまた現世に蘇よみがえり、人の世は終しゆう焉えんを迎えるであろう！　聞け人間どもよ！　鳴り響くギャッラルホルンの音を！　恐れよ人間どもよ！　再びラグナロクが到来するその時を！　神々の権能の前にひれ伏し、己の矮わい小しようさを嘆き悲しむがよい！　あーっはっはっはっは！」

　そして高笑い。

　それを見て呆あきれるサクラ。

「ノルンさー。そういうのって肩凝らない？」

「うん。肩凝る。ウチこういうの向いてない」

　素に戻り、またカレーを食べ始めるノルン。

「まあ神話世界がどうこうは置いといて。オーディン様って、いろいろ言われてるけど何だかんだでいい神様だし。復活したら世の中少しはマシになるかも的な？　人類的にも決して損にはならない的な？」

「うーん……まあ確かに悪さはしそうにないけど。元がヒカルだし」

「ってなワケでさー。サクラっちもエロいこと、しよ？」

「はあ!?　なんでそうなる!?」




　妙な流れになってきた、とヒカルは思う。

　これはつまり、これから先もエロいことが増える方向？

　困るなあ。それはとっても困るぞ。いやいやホントに。




「いーじゃんいーじゃん。いっしょにヒカルっちにエロいことして、オーディン様の復活を手伝って的な？」

「やらないから！　絶対！」

「えー？　でもサクラっちだって、エロいこと好きっしょ？」

「好きじゃないわよ別に！」

「嘘うそはよくないし。健全な高校生がエロに興味なかったら、他の何に興味を持つんだって話だし。サクラっちは健全な高校生っしょ？」

「そ、そりゃまあそうだけど……！」

「ちょっとぐらいは興味あるっしょ？」

「ない、とは！　言わないけど！　ほんの少しだけど！」

「ウチら三姉妹とエロ同盟を結んでくれるなら、大おお神がみ家にもたくさん来れて、ヒカルっちともたくさん一緒にいられるようになるし、悪いことないっしょ？」

「べ、別にヒカルと一緒にいたいわけじゃ……ごにょごにょ」

「あーもー、サクラっちめんどくさーい。あんまり素直になれないようなら、女神の権能で素直にしてあげてもいい的な？　エロいことしか考えられない身体からだにすれば、さすがのサクラっちも素直になるっしょ？　そうすれば毎晩ヒカルっちに夜よ這ばいをかける、どこに出しても恥ずかしくない痴ち女じよになれる的な？」

「ちょ、ぜったいやめてよそれ!?　やったらまじでぶっ飛ばすから！」





　　　　†






　三姉妹をひとりにまとめても、やっぱり騒がしい大神家。

　オーディンの復活という大義名分を手に入れて、これから先どんなエロいことが起きてしまうのか？

　それともサクラが抑止力を効かせて、エロいことを遠ざけていくのか？

　物語が大きな転機を迎える中、カギを握る大おお神かみヒカルは特に緊張感もなく、のんびりした声で言うのだった。




「ところで今日のカレーはとっても美お味いしいね。もう一回お代わりください！」
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第三話







　季節は春。

　春は恋の季節。

　季節にふさわしく、大おお神がみヒカルの朝は桃色に染まって始まる。





　　　　†






「おはようヒカルさん」




　目が覚めると三姉妹の長女、珂か子こがいた。

「気分はどうかしら？　どこか具合の悪いところはない？」

「……おはよう珂子姉さん」

　寝ぼけ眼でヒカルは答える。

　オーディンの生まれ変わりだという彼だが、普通に朝は弱い。

「大丈夫、どこも悪くないよ」

「頭は痛くないかしら？」

「うん。痛くない」

「お腹なかは痛くないかしら？」

「うん。痛くない」

「どこか痒かゆいところがあれば掻かいてあげますよ？　それとも膝枕をして頭を撫なでてあげましょうか？」

　お姉さん気き質しつの珂か子こは甘やかし上手だ。

　とにかく世話を焼きたがる。服も着せてくれるし、靴下も穿はかせてくれる。

　年ごろの少年なら『そういうのやめろよ姉貴！　うぜえから！』とか反発しそうなものだが、ヒカルはもう慣れた。

　慣れてみると、ひどくいい。

　だってなんでもやってくれるんだから。年上に甘えられる人生ってとても幸せ。まあ、堕落してるだけと言われたら反論できないが。

「ヒカルさんは今日も健康ね」

　にっこり微笑ほほえむ珂子。

「じゃあいつもどおり、朝が弱いヒカルさんがきちんと目を覚ますまで、添い寝をしてあげるわね。何かしてほしいことがあったら遠慮なく言ってね？」

「うん。ありがとう珂子姉さん」




　ところでここは大おお神がみ家の二階、ヒカルの部屋である。

　ヒカル個人の部屋であり、三姉妹と共通の部屋ではない。

　目が覚めると珂子がいた、と言ったが──彼女は一体どこにいたのか？




「いやー。温かいなあ。気持ちいいなあ」

「まだ朝の寒い季節だものね。風邪を引かないよう、しっかり温まっておかないとね」




　答えはベッドの中。

　もちろんヒカルの家のヒカルの部屋なので、彼が先客としてベッドに入っている。

　そこへ珂子が後から入ってきた、という構図。




「珂子姉さん。僕はいつも思うんだけど」

「なにかしら」

「人肌って、どうしてこんなに温かくて気持ちいいんだろう？」

「そうねえ。きっと魔法が掛かっているから、じゃないかしら」




　ちなみにヒカルは、ベッドに入る時は服をぜんぶ脱ぐ派である。

　かつて大陸の遊牧民は、羊の毛皮に裸でくるまることで厳しい冬を過ごしたのだとか。その方が寝汗を掻かかず、温かく過ごせるのだという話。

　そして珂か子こも一糸まとわぬ姿である。

　こちらは遊牧民とか関係なく、単なる趣味で。




「ヒカルさん。身体からだをさすってあげますね」

「うーん。おさわりはちょっと困るなあ」

「遠慮なんていらないわ。わたしたちは家族も同然だし、おさわりして摩擦熱を加えた方が身体はあったまるものよ？」

「それもそうか。ありがとう」

「ふふ、礼には及ばないわ」




　温まる、というより、むしろ火照ってしまうのでは？

　などと突っ込む者はいない。

　もぞもぞ。がさごそ。

　布団の下で、何やらあやしい音がする。

　何が行われているかは想像にお任せしたい。




「あらヒカルさん。今日も元気ね」

「いやー。お恥ずかしい」

「恥ずかしがることなんてないわ」




　朝である。

　ヒカルは健康な男子高校生である。

　ご存じのとおり、彼らに特有の生理現象というものがある。




「ここも触ってあげましょうか？」

「いやいや。それはさすがに」

「じゃあ先っちょだけ、というのはどう？」

「うーん。先っちょだけかあ」

「とりあえず先っちょだけ触ってみて、気に入ったらもっと触ればいいじゃない」

「なるほど。無料お試しサービス的な」

「というわけで──えいっ」

「あふん」

「えいっ、えいっ」

「あふん、あふん──うううこれはいかん。困ったぞ、困ったぞ」




　全裸VS全裸。

　春にふさわしい、心も身体からだも温まるスキンシップのひととき。





　　　　†






「あらヒカル様。おはようございます」




　珂か子ことたっぷりイチャコラした後。

　リビングに降りると、次女の依い真まが朝食を作っていた。




「ご機嫌いかが？──あら、少しお疲れ気味のようですわね？」

「うん。朝からとても疲れた」

　寝起き一発目に過激な接触プレイは、うれしいけど身体にこたえる。

「かつおぶしのいい匂いがするね。今日の朝ご飯は和食？」

「はい。お豆腐となめこのお味み噌そ汁しるに、だし巻き玉子とアジの開きですわ。それと白菜の浅漬けも少々」

「わお。僕の好きなものばかり」

「ヒカル様、よろしければ手伝っていただけます？」

「もちろん」




　両親が家を空けがちなヒカルは、料理もそれなりにできる。

　依真の隣に並んでさっそくひと仕事。




「かつおだしは？　ざるにあけて漉こしておけばいいかな？」

「ええ。よろしくお願い致します」

「豆腐は賽さいの目め切りにしておけばいいよね」

「はい。そのように」

「グリルも先に火を入れておくよ。その方がこんがり魚を焼けるから」

「さすがヒカル様。要領の良さがすばらしいですわ」




　てきぱき、てきぱき。

　ふたり並んでの作業で、みるみる朝食の準備が進んでいく。




（……うーん。困ったな）

　その一方でヒカルは悩んでいた。

　清せい楚そを旨とするお嬢さま系の依い真まだが、家の中、特に朝方はリラックスした格好をしていることが多い。

　タンクトップにショートパンツ。肌色面積も多めである。

　依真は、少し前まえ屈かがみになる姿勢で、浅漬けを切っている。

　つまり胸元がわりと開き気味になっていて、ボリューム感たっぷりの胸元がちらほら。

　今日は黒のレース。彼女は清楚なお嬢さま風の見た目だから、ギャップが利いている。




　視線がつい胸元にいきがちなヒカル。

　やんわり微笑ほほえんで小首をかしげる依真。

　大胆なスキンシップも素敵だが、チラリズムもまた正義。

　だって男の子ならどっちも大好き。




「ヒカル様。下の収納からフライパンを取ってくださいまし」

「あっ、はい喜んで」




　その場でしゃがみ込んで、収納の扉を開ける。

　フライパン、フライパンはどこかいな。けっこう奥の方にしまってあるな。

　よいしょよいしょと手を伸ばす。

　自然、姿勢が地を這はうように低くなる。

　ふと視線を上に向ける。

　きめ細かい肌の脚。きれいな太もも。可愛かわいいお尻。

　かなり短めなショートパンツの隙間から、黒のレースがちらりほらり。

　男には条件反射というものがある。

　たとえ見るなと言われても見てしまう。それが男の生き様。

　まして見るなと言われてなければ、ついまじまじと。




「ヒカル様？　どうされました？」

「ううん。なんでもないよ。はいフライパン」

「ありがとうございます。少し取りにくい場所に入っていましたか？　申し訳ございません、わたくしったらつい」

「いえいえ。どういたしまして」




　もちろんそんな取りにくい場所にフライパンを入れておいたのは、依い真まの仕業。

　朝方はリラックスした格好を好むのだって、自分の趣味だけが理由ではない。

　見せすぎず、かといって出し惜しみせず。

　あくまでさりげないサービス。それが彼女の得意技。




　依真のおもてなしをたっぷり堪能し、朝からほっこりするヒカルなのだった。





　　　　†






「おっはよーヒカルお兄ちゃん！」




　朝食の手伝いを終えて洗面所に向かうと、三女の美み來らいが飛びついてきた。




「お兄ちゃん抱っこ、抱っこ～」

「はいはい。ほら朝の抱っこね」

　首に両腕を回してぶら下がってくる。ぶらんぶらん。

　三姉妹の中でもっともミニマムな美來は、全力でぶら下がってもぜんぜん軽い。

　ちなみに彼女は朝のシャワーを浴びたばかり。

　瑞みず々みずしい肌の感触に、濡ぬれた髪からふわりと漂ってくるシャンプーの香り。

　お風呂あがりの女の子はとてもいい。

　これ、世界共通の不思議な真実。




「美來ちゃん。歯を磨いてもいいかな？」

「はいっ。どーぞどーぞ！」




　アクセサリみたいに美來をぶら下げたまま、ヒカルは歯ブラシを手に取る。

　ぶら下がったままだと歯磨きの邪魔だ──なんてことはもちろん言わない。もしそんなことを言えば、美來は主人に裏切られた犬わんこみたいに目を潤ませ、この世の終わりラグナロクみたいな悲ひ嘆たんに暮れてしまうだろう。

　歯ブラシに歯磨き粉をつける。ヒカルはたっぷりつける派。

　しゃこしゃこ。

　たちまち口の中が泡でいっぱいになる。




「ねえねえヒカルお兄ちゃんっ」

「もごもご～？」

「ちゅってして、ちゅって。朝のあいさつ」

「もごもごもご～」




　美み來らいがおねだりしてくる。

　歯磨きをしている最中に『ちゅっ』の要求とは、なんとご無体な。

　しかしそこは末っ子パワー。無む茶ちやを言ってきても不思議と嫌な気分にならない。

　ただし返事もできないので、もごもご言うしかないのだが。




「ええ～？　ちゅってしてくれないの～」

「もごもご（いやいやそう言われましても）」

「やだやだ！　ちゅっちゅ、今すぐちゅっちゅしてくれないとやだ～！」

「もごもご（こらこら、ぴょんぴょんジャンプしないで）」

「ちゅっちゅ！　ちゅっちゅう～！」

「もごもご（ああほら、手元が揺れてぜんぜん歯磨きができないじゃないか）」

「あっ、そうだ！」

　不意に表情を明るくする美來。

「じゃあぼくがちゅっちゅしてあげるね！」




　ちゅっ。

　ほっぺたに柔らかい感触。




「──えへへ！　ちゅってした！」

「もごもご（いやいや困ります。とても困りますよ美來ちゃん）」

「もっとしてあげるね！　そーれ、ちゅっちゅ、ちゅっちゅ」

「もごもご（いやいや）」

「あ、ついでにお顔もぺろぺろしてあげるね！」

「もごもご（いやいや。ついでって何が）」

「ぺろぺろ（無言でほっぺたを舐なめる）」

「もごもご（ダメだって美來ちゃん。……あ、でもこれちょっと気持ちいいかも）」




　もごもご、ぺろぺろ。

　擬音オノマトペだけで交わされる会話。

　……何が何だかわからない？

　でもご存じのとおり、これが大おお神がみ家の日常。

　恐るべきは北欧の神話世界であろう。こんな馬鹿馬鹿しいシーンを曲がりなりにも成立させてしまうなんて。え？　そういうことでもない？




「もごもご（いやいやダメだよ美み來らいちゃん。やっぱりダメ。こういうのはいけません）」

「じゃあ次は耳たぶをかぷってしてあげるね！　……かぷっ」

「もごもご（ひゃんっ。美來ちゃんそこダメ弱いんだから）」

「次は耳の穴にふーふー息を吹きかけてあげるね！　……ふ～っ！」

「もごもご（いやいや、そこはもっと弱いからダメだって。ダメダメそこはホントに……あふん）」




　……末っ子の美來は甘え上手。

　彼女のおねだりをすべて断り切るのは至難の業わざ。

　そんなこんなで歯を磨いてる間、ずっと甘え攻撃を受け続けるヒカルなのだった。





　　　　†






「うぃーす。おはよ、ヒカル」




　朝の準備をすべて終え、学校に向かうべく玄関を出ると。

　お隣の幼なじみも、ちょうど家を出てきたところだった。




「おはようサクラ。今日もいい天気だね」

「いや。思いっきり曇り空なんだけど？」

「そうかな。うんまあ、そういう考え方もあるかな」

　ふたり並んで歩く。

　ヒカルは何やらふわふわした足取り。まるで雲の上でも歩いてるみたいな。

　いかにも夢見心地、という感じの。

「ヒカル」

　サクラはジト目で聞く。

「あんた、朝っぱらからエロいことしてたんじゃないでしょうね？」

「してません」

　きっぱりヒカルは首を振る。

　今朝はエロいことを『されて』ばかりだった。断じて『して』はいなかった。だから首を横に振る。だって嘘うそは言っちゃいけないもんね。

「ホントに？」

「ホント、ホント。命かけてもいいよ」

「軽々しくかけないでよそういうの。ただでさえ神話世界はそれ系の話で失敗するパターンが多いんだから」

「うん、忠告ありがとう」

「……まあいいわ。遅刻するからさっさと行くわよ」

「はーい」

　幼なじみに促されて、後をついていくヒカルなのだった。




　以上、大おお神がみヒカルにとってごく平凡な朝の風景をお送りしました。
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第四話







　前回の続き。

　ヒカルとサクラはふたり並んで登校中。




「ところでさヒカル」

「なんだいサクラ」

「昔の約束って、覚えてる……？」

　恐る恐るサクラは聞く。




　説明しよう。

　ヒカルとサクラは幼なじみ。

　それもひどく典型的な部類に入る幼なじみだ。

　どのあたりが典型的か？

　たとえばサクラのセリフを思い出してもらいたい。

『ヒカルとは子供のころさんざんお風呂に入ったから、高校生になった今はもう結構です！』

　……さらりと言っていたが、つまりそういう幼なじみである。

　同い年で、生まれた時からお隣さん。

　塾に通うのも一緒、ごはんを食べるのも一緒、お布団に入るのも一緒。

　お互いの両親からも公認の関係。

　典型的というかもはやテンプレ。

　こういう二人が昔交わした約束といえば、相場は決まっている。




「覚えてるよもちろん」

　ヒカルは笑顔で答える。

「ほ、ほんとに？」

　サクラはホッとした様子で、しかし口では弁解がましいことを言う。

「いや別に催促してるとか、そういうわけじゃないのよ？　ていうか子供の頃の約束だし、覚えてなくてもそれはそれでというか」

「ふうん。そうなんだ」

「それとなんというか、あの三姉妹が来て、みんな可愛かわいくて、ヒカルと一緒に住んでるから危機感を覚えて、あまつさえ毎日エロいことばかりしてて心配になって、それで今さら昔の話を蒸し返してる、ってわけじゃないのよ？」

「大丈夫だよサクラ」

　安心させるようにヒカルは頷うなずいてみせる。

「僕は約束を守る男だから。たとえそれが昔のことだとしても」

「そ、そうよね。あんたって普段からフワフワしてるけど、意外なところで男らしかったりするもんね……というか別に、あたしは昔の約束にこだわってるわけじゃないけど！　たまたま思い出したからなんとなく話題に出しただけだけど！」




　あたふた言い訳するサクラ。

　ヒカルは自信ありげに言う。




「約束ってアレだよね？　今度の読よみ売うりジャイアンツの試合で坂さか本もとがホームランを打ったら、僕がサクラにラーメンをおごるっていう」

「んなわけあるか！　何でこのタイミングでそんな話を持ち出すのよ!?」

「あ、そうかごめん。ラーメン大盛り＋ギョウザ半チャーハンセットをおごるんだっけ」

「おごる・おごらないから離れなさいよ！　ラーメン大盛りにギョウザ半チャーハンセットって、体育会系男子の食事か!?　そんなたくさん食べられないっつーの！　ていうかその約束は最近の話でしょ!?　もっと昔の約束よ、昔の！」

「じゃあアレかな？　サクラが僕より先に言葉をしゃべれるようになったら、松まつ阪さか牛ぎゆうのステーキセットをお歳暮に贈る、っていう約束のことかな」

「何の話よ!?　ていうかいつの話よ!?　それってあんたとあたしが赤ちゃんの頃の話ってこと!?　しかもあたしたちの間で交わした約束じゃないでしょ!?　そんな話を今ここでする可能性って限りなくゼロに近いでしょ!?」




　全力でツッコむサクラ。

　ヒカルはそんな彼女を冷静に分析している。




「ねえサクラ」

「な、なによ。急に真剣な顔して」

「ツッコミのキレがいまいちなんじゃない？　ひょっとしてお疲れ気味？」

「誰のせいよ!?　ただでさえ色ボケ三姉妹に毎日ツッコんでるから、こちとらツッコミのエネルギーが枯渇してんのよ！　あんたまでボケ倒し始めたら、あたしのツッコミ貯金はあっという間に底をつくわよ！」

「うん確かに。勢いでどうにか乗り切ろうとしてる感が、ひしひしとするね」

「だーれーのーせーいーだーとー!?」




　サクラはヒカルの首を絞めた。

　あははやめてよ苦しいじゃないか、とヒカルは余裕の対応。




「まあ冗談はさておき」

　サクラの殺人首つり締めネツク・ハンギング・ツリーから逃れつつ、ヒカルは言う。

「昔の約束ってアレのことでしょ？　子供のころに交わした結婚の約束」

「むぐっ……！」

　強気キャラっぽいサクラだが、攻められると弱い。

　核心をズバリと指摘され、さっきまでの勢いはどこへやら。

「そ、そうよ。結婚の話よ、結婚の」

　ふん、と髪を掻かき上あげるそぶり。

　立ち止まっていた通学路をすたすた歩き出す。

「……本気で言ってるわけじゃないわよ？」

「ん？　何が？」

「昔の約束を盾に、何かをどうこう言うつもりはない、ってこと。だってそうでしょ？　子供の頃の話なんだからさ」




〝お約束〟の『約束』だ。

　仲の良い男女の幼なじみ同士は、一度は結婚の約束を交わすもの。

　ヒカルとサクラも例外ではない。




「とにかく！　覚えてるならそれでいいから！」

　だんだんヤケクソ気味になってきた。

　サクラは顔を赤くして話をごまかそうとする。

「ただそれだけ。確認したかっただけ。最近いろいろあったし、ちょっと昔話に花を咲かせてみたかっただけ。ヒカルを三姉妹に取られちゃうかも、って心配になってるわけじゃないし、さっきも言ったけど昔の話を蒸し返すつもりじゃないし。だから忘れて。むしろ忘れなさい。……もう、こんな話を持ち出してどうするのよ。これじゃどう考えてもめんどくさい女じゃない。ほんとあたしのバカ」

「うーん。そうなの？」

　一方のヒカルは首をかしげる。

「ねえサクラ」

「なによ」

「さっきも言ったけど、僕は約束を守る男だよ」

「まあ……そうね。意外なところで男らしかったりするのは、確かにそうね」

「というわけで結婚しよう」

「……は？」




　通学路である。

　ごく普通の住宅街の朝。

　早足で歩くスーツ姿のサラリーマン。

　家の前の道路を清掃しているおばあさん。

　コンビニ帰りとおぼしきすっぴん顔のお姉さん。

　生ゴミを狙ってるカラス、それをさらに狙ってる茶トラの野良猫。

　そんな、どこにでもありそうなシチュエーション。




「……いやいやいやいや」

　きょとん顔をしていたサクラ。

　一転して半笑い。

「ない。それはないでしょ実際。いやいや……」

「ないって何が？」

「いやだってさ。結婚しよう、って言われたでしょ。それってつまりプロポーズってことよね。でも普通に考えてそれって聞き違いよね？　あたしまだ寝ぼけてるのかな？」

「たぶん寝ぼけてないよ。結婚しよう、って言ったよ僕」

「……いやいやいやいや」




　早足になってきた。

　すたすたすたとサクラは先を急ぐ。

　ヒカルはそのペースにしっかりついていく。




「いや待って。いやホントに。意味わかんない」

「簡単なことだと思うけど？　結婚しよう、って言ってるだけ」

「いやいや。『だけ』ってことはないでしょ『だけ』ってことは。ホントに意味わかって言ってる？　結婚だよ？　婚姻届を提出して、籍を入れて、名字を変えたり、式を挙げたり、両親にご挨拶したりするのよ？　ホントにわかってる？」

「わかってるよ失礼な。僕はそこまでバカじゃない」

「ていうかこの場で言うこと？　いつも通りの朝で、何の変哲もないシチュエーションなんだけど？　普通はもっとこう、伏線というか、もっとそれっぽい雰囲気を作ってからやるもんじゃないの？　プロポーズって」

「いきなり昔の約束の話を持ち出してきたのは、サクラの方じゃなかったっけ？」

「うぐっ……いやそうだけど！　そうなんだけど！　ていうか前提からして無理だし！　あたしたちまだ十六歳だし！　そもそも結婚できないし！」

「法的には無理でも気持ちの上ではできるよ？　今は婚約って形にしておいて、法的に認められるようになったら結婚すればいい。気持ちの確認さえできればそれで十分。イエスかノーか、サクラの答えはどっち？」

「……いやいや。いやいやいやいや」




　だんだん顔が赤くなってきた。

　早足を保ちつつ、サクラはしきりに首を振る。




「ちょっと待って。ストップ。ウェイト・ア・ミニッツ。あんたのペースに巻き込まれてる。あんたっていきなりこういうこと始めるからホント困る」

「ごめん。でもまあ、このタイミングがベストかなって思ったから」

「……このタイミングをベストと判断するって、いったいどんな神経してるのよ……」

「で？　イエスかノーか、どっち？」

「いや待って。なんかおかしい。絶対おかしいこの状況」

「男が女の子にプロポーズして、答えを迫ってる。世界中のどこにでもある状況だと思うけどなあ」

「あんたが口にする一般論は、少なくともこの現世じゃ突飛すぎるのよ……いや、ていうかさ。まず前提として聞きたいんだけどさ」

「うん、何？」

「ヒカルってさ。ええと何ていうか……あたしのこと、す、好きだったり、するの？」

「何年付き合ってると思ってるの」

　めずらしくヒカルは呆あきれ顔がお。

「好きだよもちろん。僕はサクラが好き」

「あぐぁ」




　サクラ、絶句。

　つい変な声が出てしまう。




「もちろんひとりの女性として好き、ってことだよ？　人間として尊敬してるとか、友達として親しみを覚えてるとか、そういうことじゃなくて」

「う、あ、はい。どもです。はい」

「サクラは僕のこと好きじゃないの？　僕がバカじゃないなら、サクラは僕のこと、ひとりの男として好きだと思うんだけど」

「あぐぁ」




　たじたじだ。

　強引に迫られてるわけじゃない。

　ヒカルはいつもどおり、なんならこんな時でさえフワフワした調子で、あくまでも穏やかに語っている。強制や脅迫の気配はない。それでもサクラは防戦一方。




「あ、あのさっ」

　いよいよ早足になりながらサクラ。

「なんていうかその、初めて聞いたんだけど。そんな話」

「僕がサクラのことを好きだって話？」

「う、うん」

「いや気づくでしょ普通。十六年間ずっといっしょで、隣の家に住んでて学校もいっしょで、何かあればお風呂にまで怒鳴り込んでくる関係だよ？　好きじゃなかったら続かないよこんなの」

「え、あ、ハイ。なんかすいません」

「そもそも約束してるじゃん、結婚の。いくら子供の時の約束でも、好きじゃなかったら約束しないよね？」

「ハイ。返す言葉もありません。ハイ」

「というわけで、返事を聞かせてもらえるとありがたいんだけど」

「いやいやいやいや」




　サクラ、顔真っ赤。




「いくらなんでもちょっと。タイミング考えてというか。こういうのってもっとムードを作るものじゃない？　百パーセントのイエスをもらえる状況作りっていうか」

「……うーんそっか。むしろサクラがこの話題を持ち出した時が、ベストのタイミングだと思ってたんだけどなあ。お互いに好きなんだからイエスも百パーセントもらえると思ってたし、そもそも約束してることが前提だったし」

「うぐ。なんかスンマセン……」

「ごめんね。サクラを困らせちゃった」

「いやそんなことは！　うれしいのよホント！　頭がこんがらがってるだけで！　あたしの心の準備が整ってなかっただけで！」




　必死のフォロー。

　ヒカルはうんうん頷うなずいて、




「なんていうかほら。最近はいろいろあったじゃない？　珂か子こ姉さんと依い真まさんと美み來らいちゃんがウチに来て、まるごと生活が変わってさ」

「……まあホントそれよね。本物の女神が自分の人生に関わってくるなんて、まさかの展開すぎてさ……あたし今でもふと素に返って途方に暮れることあるしね……」

「僕はサクラのことが好きで、サクラは僕のことが好き。僕にとっては当たり前のことだったけど、ちゃんと口に出して言わなきゃわからないもんね。だからこうしてハッキリ言葉に出してみたんだ」

「あたしはそこまで確信持てなかったわよ……なんかヒカルって、時々ものすごく大人っていうか、しっかりしてる時あるよね」
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「よし。じゃあこうしようサクラ」




　ヒカルは立ち止まる。

　サクラも立ち止まる。

　改まった様子でヒカルは言う。




「結婚する前に、恋人としてお付き合いしてください」

「あ、はい。よろしくお願いします」





　　　　†






　そういうことになった。




　ちなみに、




「……ていうか最初からそっちの告白をしてよ!?」




　サクラがそうツッコんだのは、二人が正式にお付き合いを始めてから五秒後のことであったという。





　　　　†






　さらにちなみに。

「ていうかさヒカル」

「なんだいサクラ」

「あたしのことが好きなら、女神とエロいことするのやめてほしいんだけど」

「そこはまあ、それはそれで」

「あんたとは一度じっくり話し合う必要があるわね……」




　二人の未来やいかに。





第五話







「……え？　むしろまだ付き合ってなかったの、オマエら……？」




　前話の続き。

　ふたりそろって登校した後。私立大たい樹じゆ学園高等部、一年Ａ組の教室。




「信じらんねー。あれだけ毎日ベタベタしてて、まだ付き合ってなかったとか。意味不明だわマジで。幼稚園児でも今どきはもっと進んでるだろ」

　机に肘をついて呆あきれているのは長なが沢さわタクミ。

　この春に進学してからできたサクラの友人だ。

「んなこと言っても仕方ないじゃん」

　サクラはくちびるを尖とがらせて、

「付き合いが長すぎて距離感がわからなくなることって、あるでしょ？　あたしとヒカルはそれだったの」

「いや。わかんねーわ、悪いけど。その感覚」




　ホームルーム前のざわついたひととき。

　朝練後の焼きそばパンをかじりながら、タクミは言い切る。




「ウチだったら、好きになった男はソッコー狙いつけて、ぜったい逃がさねえし。あの手この手を使ってぜったい自分のモノにするし」

「いやまあ、タクミんは肉食系だから……」

「肉食も草食も関係ねーだろ。欲しいモノに真剣だったら、なりふり構わず獲とりにいくのが当たり前じゃねーか」

　長沢タクミは女子バレー部所属。

　強そう、キツそう、尻に敷かれそう──口にしているのは正論でも言い方が率直すぎて当たりが強い。彼女に比べるとサクラがずいぶんマイルドに見える。




「つーか大おお神がみヒカルってさ、ウチはまだあんまりしゃべったことないけどさ。何かすげーヘンなやつじゃね？」

　焼きそばパンを食べ終え、さらにカレーパンにかじりつきながらタクミは言う。

　身長１７０センチ、現役運動部の彼女はとにかくよく食べる。

「ぶっちゃけサクラはさ、あいつのどこがいーの？」

「えっ？」

「告白されて、結婚まで申し込まれて、やっと付き合い始めたんだろ？　十何年もずっとあいつが好きだったんだろ？」

　タクミがあごをしゃくった方向。一年Ａ組の片隅、同じクラスになった大おお神がみヒカルが、クラスメイトと談笑している姿が見える。

「ウチはオマエら二人と知り合ったばっかだから、何がどういいのかサッパリわからん。教えてくれ、あいつのどこがいいのか」




　肉食系で体育会系のタクミは、何事も一直線だ。

　言いたいことは言う。訊ききたいことは訊く。それでいて周囲を嫌な気分にさせない。

　悪意のない率直を前にすると、人は案外受け入れてしまうものだ。




「え～？　いやいやいや……」

　サクラは照れ顔をする。

　照れてはいるがニヤけてもいる。

　何しろ長年の念願が成就したのだ。まさかまさか、昼ひる行灯あんどんと思っていたヒカルの方から告白してきてくれるとは。つい先ほどの話を真っ先にタクミに伝えたことからも、サクラの喜びようがわかろうというもの。

　つまり、サクラはわりと浮かれている。普段のツンデレな彼女に似ず。

「いやだって……そもそも格かつ好こいいでしょ、ヒカルって」

「はあ。格好いい」




　タクミはヒカルの方を見る。

　クラスメイトと談笑する姿。

　のほほんとした顔、高くもない背丈、デカくもない身体からだ。

　控えめに言っても普通の男子高校生だ。パッと見、格好いいとはとても言えない。




「……どのへんが？」

「えっ？　いやほら、目元とか、口元とか、雰囲気とか。なんなら存在そのものとか」

「はあ。存在そのもの」

　体育会系だがタクミは賢い。

　事実、私立大たい樹じゆ学園でもＡ組に振り分けられている。Ａ組は進学コース、タクミは文武両道の肉食系女子なのだ。

　その彼女がしばし考えて出した結論は、

「いやごめん。全然わからん」

「えーそうなの？　まあでもヒカルの良さがわかるのはあたしだけでいい的な。タクミんがヒカルの魅力に気づいちゃったら、ライバルになっちゃうし」

「いや。それはない」

「えー？　そっか、タクミんにはわからないんだー。へーえ」




　ニマニマするサクラ。

　いかにも付き合いたてで浮ついてる感じ。

　タクミはイラッとした様子で眉をはね上げる。




「よしわかった。具体的に教えろヒカルの魅力とやらを。ウチが納得するぐらいあいつがいい男だったら、全力で寝取ってやる」

「え、ちょ、勘弁してよ？　タクミんはマジでやりそうだし……」

「いーから教えろ。ノロケを聞いてやるから」

「えー？　別にノロケってわけじゃないんだけどお」

　にへらにへら。

　どうしようもなく顔がゆるむサクラだ。

「たとえばぁ、ヒカルは優しいしぃ」

「だから具体的に言えよ。どこがどう優しいんだよ」

「えーと……これは例えばだよ？　あくまでも例えばの話だけど」

「おう」

「女神から言い寄られてエロいことされても、最後の一線は越えずにいてくれる、とか」

「はあ」




　タクミは理解不能な顔をする。

　まるでスワヒリ語の会話でも聞いたみたいに。




「……よくわかんねーけど、それってどこが優しいわけ？」

「え、優しいじゃん。女神ってマジ可愛かわいいんだよ？　正直あたしが男だったら速攻でしてるよ？　だけどヒカルはあたしが嫌がってるのを知ってるから、なんだかんだで最後までしないでくれてる的な」

「……それって優しさか？」

「優しさだよ！　そしてヒカルの凄すごさでもあるよ！」

「凄すごくねーし意味もわかんねーよ。オマエら付き合い始めたのはついさっきだろ。恋人でもない女に遠慮して最後の一線を越えないことのどこが優しさなんだよ。てか女神ってなんだよ」

「だからそこは例えばの話で」

「わからん。もっと別のことでヒカルの魅力を語ってくれ」

「えーとじゃあ……男らしいとか」

「男らしィ？」




　タクミはヒカルに目をやる。

　どちらかといえばナヨっとした体型。柔和な表情。

　よく言えば『悟りを開いた高僧みたい』と言えなくもないが。




「いやわからん。男らしい？　どこが？」

「まあ見た目じゃわからないかもねー。タクミんはヒカルのことまだよく知らないだろうしさ。だって中身の問題だもん、中身の」

「具体的に頼む」

「えーと、じゃあ例えばだけど」

「うん」

「女神から迫られてエロいことされてにへらにへらしてても、最終的に貞操だけは守るところ、とか」

「すまんサクラ。日本語でよろしく」

「ええええー？　いや貞操を守るのって難しいんだよホントに。相手は女神なんだから。マジ半端ないんだから。タクミんも実際に女神に会ってみればわかるって」

「いや実際に女神と会うことはないだろ……まあいいや、大体流れはわかった」

　力説するサクラを抑えて、タクミは納得顔。

「要するにアレだ、あばたもえくぼってやつか。恋は盲目、惚ほれちまうと何でもよく見えるってやつ」

「えー？　いやいや違うって。あたし男を見る目だけはあるからマジで」

「説得力ねえ……こんな説得力のねえセリフは生まれて初めて聞いたぞ」

「ええー？」

「とにかく、サクラが残念な女なのはよくわかった」




　タクミは断じる。

　サクラはくちびるを尖とがらせて不満顔。




「何かもったいねーなー。大おお神がみヒカルとサクラじゃ釣り合わないって、正直。サクラほど可愛かわいい女はそうそういないってのに」

「あたしが？　いやいや、全然そんなことないって」

「アホか。ウチの目はごまかせねーよ。オマエ、完全に羊の皮を被かぶった狼おおかみじゃねえか」

　頬ほお杖づえをつき、サクラを指さして、

「野や暮ぼったい三つ編みに、分厚いメガネ、膝丈のスカート──パーツだけ取り出したら絵に描いたようなダサさだけど……」

「だけど？」

「胸でかいし脚も長い。顔小さくて背すじも伸びてる。間違いなくカーストの最上位。明らかに美人だし、ガワだけ取り繕っても中身からにじみ出てるオーラが隠し切れてねえんだよオマエは」

「うんまあね！　実はそうなんだよね！　実はちょっと可愛くてごめんね！」

「……指摘しといて何だけど、急に開き直りやがったなオイ。ちょっとイラッときた」

「だって、バレてるなら隠しててもしょうがないじゃん」

「まあそうだけど。なんで隠すわけ？　オシャレするのが面倒だから、ってわけじゃないんだろ？」

「んーっとね……」




　サクラはヒカルに視線を向ける。

　教室の片隅。幼なじみは今もクラスメイトと談笑中。

　彼女にとっては十何年も見慣れた顔。

　そしていつまで経たっても見飽きない顔。

　つい、サクラの表情がゆるむ。

　そんな表情になると、彼女はそれこそ女神のごとくキレイになる。




「……自分のいいところって、好きな人にだけ見せればいいじゃん？」

「ほう」

「むしろ好きな人にだけ見せたい的な。貞操観念──ってのとはちょっと違うし、我ながら古い女だと思うけど。でも他のヤツには見せたくないんだよね、あたしの本気。だってヒカル以外の男はどうでもいいし」

「ふむふむ」

「それにほら、いわゆるギャップ萌もえ？　ってやつがあるでしょ？　普段はちょっとダサめにしておいた方が、いざって時にパンチが効くっていうか。もしヒカルと二人でデートするなら、あたしぜったい全力のキメキメでいくし」

「なるほどなるほど」

「それにヒカルの良さってさ、タクミんもそうだけどさ、周りからはあまり理解されないでしょ？　だからあたしもちょっと油断してたっていうか、そんなにがっついて迫らなくても大丈夫だと思ってたんだよね……そこにあの女神たちが来たからあたしの計算は狂いっぱなしなのよ。ヒカルはデレデレだし、オーディンの生まれ変わりだとかいうわけわからん設定も出てきて……まあでも無事に付き合い始めることができたから、タナボタというか超ラッキーというか」

「すまん。急に何の話かわからんくなってきた」

「あ、ごめんこっちの話。まあとにかくそういうこと。必殺技は毎回出してちゃ効果が薄れるし、出し惜しみしてても逆効果になるっていうね」

「ふーん……」




　値踏みするような目をするタクミ。

　それから彼女はニヤリと笑って、




「なるほどな。だいたいわかった」

「あ、ほんと？　わかってくれた？」

「サクラ、オマエ一いち途ずないい女だな」

「えへへ。そうでしょそうでしょ？」

「しかもなかなか賢いじゃんか。見直したわ」

「うんうん、実はそうなんだよねー」

「だけど男にいいように使われるタイプだ。その気になれば男なんて食い放題だろうに、その逆を行くっていう……なんて残念な女」

「ちょ、やめてよ……そのへんちょっと自覚あるんだから……」




　机に突っ伏して「あうあう」とうめくサクラ。

　そんな仕草は同性のタクミから見ても愛らしい。

　ひとことで言うなら、薄幸そうな隠れ美少女。

　それとあえて言わないでおくが──タクミ以外にもバレてるのだ、ぶっちゃけ。サクラが猫を被かぶっているのは。

　野や暮ぼったい三つ編み、分厚いメガネ、膝丈のスカート。そんなもので隠し切れるものか。精力を持て余した男どもがサクラに熱視線を送っている場面を、タクミは何度も目にしている。というか、タクミもこっそり熱視線を送っていたりする。

　なぜならサクラの身体からだはとてもエロいので。

　そしてヒカルにしか興味のないサクラは、そのことにまったく気づいてないのだ。

　策士ぶっているが脇が甘い。隙だらけで空回りしがち。

　でもそこがいい。




「大おお神がみヒカルに食われる前に、ちょっとつまみ食いしちゃおっかな……」

「え？　何か言ったタクミん？」

「別に。男を見る目さえあれば最高の女なのに、って言っただけ」

「いやそれ誤解だって！　あたしあるって、男を見る目！」





　　　　†






　教室の片隅、誰ひとり目を向けていないやりとり。

　時代遅れ一いち途ず少女と、肉食＆両刀少女の関係は、まだ始まったばかり。





第六話







「やっぱええわあ、サクラちゃん」




　前話の続き。

　私立大たい樹じゆ学園高等部、一年Ａ組の教室。朝のホームルーム前。




「胸でかいし脚も長い。顔小さくて背すじも伸びてる。ダサい格好してるから目立ってへんけど、オレの目はごまかされんで。ありゃ間違いなくカワイイ。ずばり、ウチの高校のナンバーワンや。なあヒカル、自分もそう思わんか？」

「うん。そうだね」




　ヒカルが話している相手は藤とう堂どうライタ。

　この春からクラスが同じになった新しい友人だ。




「オレはな、こう見えて女を見る目はあるんや。東京に来て最初に見つけたのがサクラちゃんやったのはホンマ運がええ。あんな子、関西におった時はついぞ会おうたことなかったで。親父おやじの転勤でこっち引っ越すことになった時はどないなるか思たけど、がぜんやる気が出てきたわ」

「そっか。いいことだね」

「よっしゃオレ決めたで。本気でサクラちゃんを狙ってく。これからあの手この手であの子にアプローチしてくから、親友として援護射撃たのむでヒカル？」

「あ、ごめん。サクラならさっき僕が告白して、正式にお付き合いすることになった」

「ちょ、おまー!?」




　ずっこけるライタ。

　こてこての関西系ムーブ。オーバーリアクションを彼は好む。




「いやいや、いつの間にそんなことになっとんねん……そんな雰囲気、昨日まであらへんかったやん……ちゅうかそういうことは先に言えっちゅうねん。ツレの女をエロい目で見る男みたいになってもうたやんけ」

「うん。ごめん」

「ちゅうかまあ、正直そんな気はしとったわ。ヒカルとサクラちゃん、仲良おすぎて逆に付つき合おうてへん、みたいなところあったしな」

「うん。大体そんな感じ」

「それにしてもオレ、光の速さで失恋かいな。まあええか、深みにハマる前やったし」




　そう言ってライタは机の上に脚をのせ、ため息をつくのだった。

　ちなみに彼はイケメンだ。顔の彫りが深くてスリムな体型をしている。成績も悪くないし運動もできるしで、かなりモテてもおかしくないのだが、関西ノリがきつすぎてクラス内ではやや浮いた存在だ。

　一方のヒカルもちょっとクラスで浮いている。圧倒的に穏やかな性格ゆえ、ことさら避けられてるわけではないが、積極的に友人を作るタイプでもないし、雰囲気が菩ぼ薩さつすぎて何となく近寄りづらい。

　というわけで浮いた者同士、ヒカルとライタは何かとつるむことが多いのだった。




「大丈夫だよ」

　ハートブレイクモードの友人に、ヒカルは笑いかける。

「ライタくんはイケメンだし、すぐに彼女もできるだろうから。別にサクラを狙わなくてもいいと思う」

「……自分な、そういうセリフは気ぃつけて口にせえよ？　サクラちゃんに失恋したオレに、サクラちゃんと付つき合おうとる男が掛ける言葉やないで？」

「うん知ってる。ライタくんが相手だから言うんだよ。君はそういうこと気にしなさそうだから」

「まあその通りなんやけど……」

　眉をひそめ、くちびるを尖とがらせて、変顔を作るライタ。

「ヒカルはぶっちゃけすぎてるように見えても、ちゃんと空気を読んどるところあるわな。見るところは見とるし、声はデカくなくても言うことは言う。自分がその気になったら、このクラスの中でももっとええポジションに行けるやろうに」

「ライタくんこそ、もうちょっと普通に振る舞ったらクラスで浮くこともないんじゃない？　その気になったら空気も読めるでしょ？」

「そらそうや。関西はお笑いの国、お笑いは空気が読めてナンボやからな。ホンマに必要な時は読むけど、それ以外は好き勝手やらせてもらうで」

「そういうところ、ライタくんは高校生っぽくないよね」

「やりたいようにやっとるだけや。周りに合わせるのは好かん。……ちゅーか、高校生っぽくないのは自分も一緒やんけ」

「そうかな？」

「オレの目はごまかされへん。こう見えて人を見る目はあるんや。ヒカルはなんちゅうか、軽いのにどっしりしとる。明日世界が滅びたとしても動じんような、そんな雰囲気があるわ。たとえるならそうやな──」




　難しい顔で目を閉じ、「うーん」とうなってから。

　ライタはこう言った。




「なんかファラオ？　っぽい？」

「ファラオ」

「なんちゅうか、ほれ、ピラミッドとかスフィンクスを背景にして、石造りのでっかい椅子に座って、民草に微笑ほほえみかけとるような。そんな感じっちゅうかな」

「ははあ。なるほど」




　めったに驚かないヒカルも、これには目を丸くした。

　オーディンの生まれ変わりと言われるのには慣れたが、ファラオて。




「そっかファラオかあ。ユニークだねその発想」

「いや、自分のその反応の方がユニークやわ……ていうか微妙にズレとるわ……ヒカルはホンマに変わったヤツやなあ」

「そうかな？」

「いやそうやって、常識で考えて」

「そっか。まあウチは家族構成がちょっと特殊だから。それでいつの間にか感覚が世間とズレてくるんだと思う」

「せやけど自分のそのキャラ、けっこう美お味いしいで。オレと漫才コンビ組んだらそこそこ上う手まくいく気がするわ。文化祭になったら二人でステージ立ってみいへんか？」

「考えときます」

「ところでものはついでやから訊きくんやけど」




　ライタは身を乗り出して、




「自分の家族構成ってどんなんや？　オヤジさんとオフクロさんは何しとる人？　自分みたいなキャラがどんな生い立ちで育ってきたのか、興味あるわ」

「父さんも母さんも学者だよ。忙しい人たちだから滅めつ多たに帰ってこない」

「兄弟は？」

「いるといえばいるし、いないといえばいないかな」

「なんやそら。どういうことやねん」

「んーと、身内も同然の同居人が三人いる」

「女か？」

「うん」

「全員？」

「全員」

「若いんか？」

「十代前半から二十代前半ぐらい」

「美人か？」

「ちょっとあり得ないくらい美人」




　迷わずヒカルは言う。

　ライタは難しい顔で目を閉じ、「うーん」とうなってからこう言った。




「ヒカル」

「なに？」

「今日からヒカルのことを、兄さんと呼ばせてくれへんか」

「嫌です」

「そう言わんと！　オレと自分の仲やんけ！」

「ライタくんとは仲良くさせてもらってるけど、まだ出会ってから一ヶ月とか二ヶ月なんで。そういうのはちょっと」

「いやいやそう言わず！　オレは最初に会った時から自分のことをただ者やないと思ってました！　なんでもしますから！　靴を舐なめろと言われれば舐めるし、パシリとして焼きそばパンも買ってきますから！」

「悪いけど靴は清潔に保っておきたいし、総菜パンより菓子パン派なんだよ僕は。ちなみに兄さんと呼ばれるのは嫌だけど、ウチのみんなを紹介することはできるよ」

「それを先に言いや！　やっぱ自分はオレの心の友やで！」




　相そう好ごうを崩し、馴なれ馴なれしく肩を組んでくるライタだった。

　絵に描いたように現金だが、裏表のないこの関西人をヒカルは好ましく思っている。

　三姉妹と仲良くやってくれたらいい。

　ついでにサクラも、頑かたくなな態度を解いて三姉妹と仲良くやってほしい。しみじみ思うヒカルなのだった。





第七話







　一方そのころ。

　大おお神がみ家のリビングでは、三姉妹がティータイムを楽しんでいる。




「あら。美お味いしいわねこれ」

　チェリーカスタードパイをひとくち食べて、長女の珂か子こがほっこりした顔をする。

「甘みを抑えたカスタードと、酸味の利いたチェリーの相性が素敵だわ。いくらでも食べられてしまいそう」

「実際、手が止まりませんわね」

　同じくパイにナイフとフォークを入れながら、次女の依い真まも大きく頷うなずく。

「パイ生地もさっくり焼き上がって、本当に香ばしいお味です。たっぷりのバターと隠し味のお塩がよく利いていますわ」

「紅茶との相性も抜群だよね！」

　パイを両手に持って齧かじり付ついている三女の美み來らいも、いつにもましてご機嫌だ。

「手間暇かけて作ったスイーツは幸せの味。適当にそこらで買ってきたら、こんな気分は味わえないもんね。う～ん、贅ぜい沢たくなひとときだ～」




　テーブルの真ん中に、焼きたてのパイがどーん！

　前日からじっくり仕込んで完成させたこの作品が、本日の主役だ。




「困ったわねえ。こんなに美お味いしいと、つい食べ過ぎてしまうじゃない」

「そんな時こそ女神の権能ですわ、珂か子こ姉さま」

「権能を用いてダイエットするの？　だめよそんなズルをしては」

「だけど珂子姉さま、わたくしたちは女神なのですから。こんな時にこそ権能を用いなくてどうするのです？」

「うーん、確かにそうよね……って、ダメよダメ、そんな誘惑をしては。わたしたちは女神だけれど、人間として受肉しているのだから。あくまでも人間として常識的な範囲で振る舞わなくてはいけないわ。職権乱用は許されないのよ」

「だったら珂子姉さまに訊ききますけど。常識的な範囲の振る舞いとは、具体的にどういう振る舞いを指すのです？」

「うーんそうねえ……」




　パイのお代わりを食べながら、珂子。




「たとえば、ヒカルさんにあれやこれやのサービスをするのは常識の範囲でしょう？」

「ええ確かに。一緒にお風呂に入ってご奉仕するのは、どこのご家庭でも見られるありきたりの光景ですわね」

「朝のあいさつ代わりに、全裸でヒカルさんのお布団に潜り込むことにも、特に問題を感じないわ」

「問題なんてあるものですか。わたくしたちはいわば家族のようなもの、つまりお姉さまの行為はあくまでも家族サービスですわ。しかもヒカル様はわたくしたちの行為を喜んでいらっしゃいます。むしろもっともっとスキンシップを増やしていかねば」

「ええ本当に。ヒカルさんの喜びはわたしたちの喜びだもの。サクラちゃんはがみがみうるさいけれど、わたしたちがヒカルさんの暮らしをしっかり盛り立てていかないとね」

「つまり、女神の権能を用いてダイエットするのは正義ということですわね」

「あら、そうなるのかしら？」

「そうなりますとも。ヒカル様は寛容な御お方かたですが、体脂肪率が一定の値を超えればさすがに黙ってないと思うのです。きっと悲しいお顔をなさるでしょう」

「ううっ、痛いところを突かれたわ……」

「いま権能を使わなければ、宝の持ち腐れですわよ？　ほらほら、誘惑に負けておしまいなさいお姉さま」

「あうう、甘い言葉につい惹ひかれてしまうわたしだけど……その反面でちょっと冷静にもなったわ。だって、依い真まの企たくらみが見えてきたもの」

「あら。それはどういう意味でしょう」

「あなた、わたしをダシに使おうとしてるわね？　わたしに権能を使わせて、その尻馬に乗って自分も権能を使う魂胆でしょう？」

「ぎくっ」




　依真が目をそらす。

　すかさず珂か子こが追及する。




「わたし知ってるのよ。あなた最近、二の腕あたりがプニっとしてきてるわね？」

「ああっ、言わないでお姉さま！」

「それとお腹なかのあたりも少し……」

「だめだめ、聞きたくありませんそんな話！」

「無理もないわ。だって近ごろは食事がとっても美お味いしいんだもの。今日のチェリーパイはもちろん、毎日の三食がいくらでも食べられてしまうのよね」

「そうなのです。朝も昼も晩も、おやつも夜食も美味しくて、ついうっかり」

「わたしたち幸せ太りなのよ」

「ヒカル様と過ごす毎日が楽しすぎるのですわ」

「だからつい、食べ過ぎちゃう」

「パイもうっかり作りすぎてしまいました。三人で分けて食べても、ひとりあたり一日分のカロリーがありますもの」

「これでは皮下脂肪を蓄えてしまうのは必定……」

「まるで冬眠前のクマさんのように……」

「ああっ、でもやめられないの！　だって食事が美味しすぎるの！」

「うう、わかりますわそのお気持ち！」

「依真！」

「珂子姉さま！」




　ひっしと抱き合う二人。

　そしてさめざめと涙するのだった。




「苦労してるねえ、お姉ちゃんたち」

　一方で、三女の美み來らいは我関せずのご様子。

　もっしゃもっしゃと、ひたすらパイを食べ続けている。

「安心してよもぐもぐ。残ってるパイはぼくが責任もって食べちゃうからもぐもぐ。二人はこれ以上太る心配をしなくてもいいよもぐもぐ」

「まあ美來。あなたひどいわ」

「珂か子こ姉さまの言うとおりですわよ美來。姉二人が悲しみに暮れているというのにまるで他ひ人と事ごとのように」

「ひどいわ悲しいわ」

「とっても冷たい妹ですわ」




　ぶうぶうと文句を言う珂子と依い真ま。

　けれども美來は白けた表情のまま。




「冷たいだなんて心外だよ。パイは焼きたてがいちばん美お味いしいから、美味しいうちに食べておきたいでしょ？　だからこうしてぼくは、がんばってひとりで食べてるんだよもぐもぐ」

「わたし思うのだけど、美來はズルいと思うの」

「奇遇ですわねお姉さま。わたくしも美來はズルいと思いますわ」

「えー？　ぼくのどこがズルいの？」

「だってあなた、いくら食べても太らない体質じゃない」

「そうですわそうですわ。わたくしたち以上に食べているのに、ぜんぜん体型が変わりませんわ。ずっとスリムなままですわ」

「血を分けた姉妹なのに、これは不公平よ」

「三人で一人のノルンなのに、とても不平等ですわ」

「ぶうぶう」

「ぶうぶう」

「……ていうかお姉ちゃんたちさー」




　美來は姉たちの抗議を意に介さない。

　逆に白い目をして二人に言う。




「お腹なかがどうとか二の腕がどうとか言ってるけどさー。ぶっちゃけ胸の方が先に育ってるよね？　前に比べて明らかに大きくなってるでしょ？」

「あらそうね。そういえば最近わたし、下着のサイズをひとつ上げたわね。依い真まはどう？」

「わたくしはふたつ上げましたわ、珂か子こ姉さま」

「でしょ？　ぼく知ってるんだ。珂子お姉ちゃんも依真お姉ちゃんも、胸から太るタイプだってこと。二の腕とかお腹なかとかにはその後でお肉が付くってこと」




　美み來らいは自分の胸に視線をやる。

　そして肩を落とす。




「ぼくはどれだけ食べても太らない体質だけど、その代わりどれだけ食べても胸が大きくならないんだよね。いいなあ、お姉ちゃんたちは……しくしく」

「まあ泣かないで美來。わたしと依真は大きい担当、あなたは小さい担当──バリエーション豊富な方が、ヒカルさんもきっと喜ぶわ」

「珂子姉さまの言う通りですわ。大きい胸、小さい胸、いろいろあって、いろいろ良い。世の中そういう風にできていますのよ」

「そんなのずるい！　血を分けた姉妹なんでしょぼくたちって!?　ぼくだってヒカルお兄ちゃんの頭に胸を乗せたり、ヒカルお兄ちゃんの顔を自分の胸に埋うずめてみたいよ！　うわーん！」

「泣かないで美來。あなたにもちゃんと良さがあるんだから」

「ヒカル様は胸が小さい女性にも寛容ですわ。だから強く生きて」

「やだやだ！　ぼくだって大きい胸がいい！」

「駄だ々だをこねないで。わたしだって悲しいのよ……いくら胸が大きくなったって、肩は凝るし新しい下着は必要になるし、最終的にはお腹も太るし」

「そうですわよ、大きい胸にもいろいろ不都合があるのです。夏は汗を掻かいてムレてしまうし、街を歩けば無駄に殿方の視線を引いてしまうのです。ヒカル様の視線さえ釘くぎ付づけにできればいいというのに、迷惑な話ですわ」

「じゃあ女神の権能を使って、お姉ちゃん二人とぼくが入れ替わってみるとか！」

「ダメよそんなの。そもそも権能をむやみに使わないように、という話だったじゃない」

「つまり八方ふさがりですわ」

「打つ手なしってこと!?」

「ええ打つ手はないのよ」

「女神たるわたくしたち三人は、不自由なことばかりなのですわ」

「そんなの悲しいよ！」

「悲しいわね！」

「悲しいですわ！」




　悲ひ嘆たんに暮れる三姉妹。

　チェリーパイがもたらした幸せは、儚はかなくも砕け散った──かに見えたが。




「そうだ、わたしいいこと思いついちゃった」

「珂か子こ姉さま、何を思いついたのです？」

「ヒカルさんを頼りましょう。わたしたち三姉妹がいかに苦労しているかを語って、ヒカルさんに慰めてもらうのよ。どうかしら？」

「ナイスアイデアですわ！」

「ぼくも賛成！」

「じゃあねじゃあね、どうやってヒカルさんに慰めてもらうか、みんなでシミュレーションしてみるのはどう？」

「珂子姉さま、天才ですわ」

「なんだかとっても楽しそうだねっ！」

「じゃあ言い出しっぺのわたしからいくわ。そうねえ、わたしだったら──」




　ほわんほわんほわん。

　目を閉じて珂子が妄想を始める。




「珂子姉さん。つらい思いをしたんだね」

　わたしの苦労話を聞き終えて、ヒカルさんはやさしく微笑ほほえんでくれました。

　正直その笑顔だけで報われるのですが、ヒカルさんはさらにこう言いました。

「僕はいつも珂子姉さんに甘えてばかりだから、今日は僕がたっぷり甘えさせてあげるよ。さあこっちへおいで」

　そう言ってヒカルさんは床に座り、自分の膝をぽんぽん叩たたきます。

「膝枕をしてあげる」

　ああ──なんて甘美な響き。

　ヒカルさんが膝枕！

　いつもならわたしが膝枕をする側ですが、たまには立場が逆転するのもいいですね。

　わたしは遠慮なくごろりと寝転びます。

　そんなわたしをヒカルさんは、慈愛のこもった目で見つめてくれます。

「特別サービスだ。こうしてあげよう」

　しかもヒカルさんは、わたしの頭をそっと撫なでてくれるのでした。

　わたしは目を閉じて、すべてを為なすがままに任せます。

　とても穏やかなひととき。

　つらい思いなんてあっという間に吹き飛んでしまいます。

　すると、わたしの頭を撫なでていたヒカルさんの手が、ゆっくりと移動していきます。

　耳たぶのあたりから首筋へ、そしてわたしの胸元へと。

　あっ、だめですヒカルさん、そんな──

「大丈夫。僕にまかせて」

　ヒカルさんが色っぽくささやきます。

　わたしは少しだけ身もだえしますが、目を閉じたまますべてを受け入れます。

　するとヒカルさんの手は、わたしの胸だけでは飽き足らず、次第にもっともっと下の方へ、下の方へと伸びていって──




「……という感じなのだけど。どうかしら？　どうかしら？」

「珂か子こ姉さま！　とってもキュンとしますわ！」

「ほのぼのシーンから段々えっちなシーンになっていくのが、ぼくはいいと思いました！」

「ねえねえ、じゃあ依い真まは？　依真だったらどんなのがいい？」

「そうですわね、わたくしでしたら──」




　ほわんほわんほわん。

　目を閉じて依真が妄想を始める。




「依真さん。つらい思いをしたんだね」

　わたくしの苦労話を聞き終えて、ヒカル様はやさしく微笑ほほえんでくれました。

　正直、その笑顔だけで報われるのですが、ヒカル様はさらにこう言いました。

「僕はいつも依真さんからサービスを受けてばかりだから、今日は僕がたっぷりサービスしてあげるよ。さあこっちへおいで」

　わたくしは言われるがまま、ヒカル様に近づきます。

「お姫さま抱っこをしてあげよう」

　ああ──何という甘美な響きなのでしょう。

　ヒカル様のお姫さま抱っこ！

　いつもならわたくしがさりげないサービスをして、ヒカル様に楽しんでもらうのですが、たまには立場が逆になるのもいいものです。

　わたくしはすべてを委ねます。

　ヒカル様は軽々とわたくしを抱き上げました。

　あ、これいいですわね。

　何というのでしょうか、この、何もかも殿方に包まれている感覚。

　まさに恍こう惚こつの瞬間。

　嗚あ呼あ、本当に素敵。

「まだサービスが足りないかな？　もっとしてあげるね」

　えっ？

　この先もまだあるのですか？　あっ──

　おもむろにヒカル様は、わたくしの首元に顔を埋うずめます。

　ひゃんっ！

　ヘンな声を出してしまいました。

　いけませんヒカル様、そんな、こんなところでいきなり。

「大丈夫。僕に任せて」

　ヒカル様が自信ありげな声でささやきます。

　そのささやきでわたくしは思考停止。だってヒカル様の声って、とってもセクシーなんですもの。こんな間近でそんな声を聞いたら反論などできません。

　あっ。

　そうこうする間にも、わたくしはベッドまで運ばれてしまいました。

　そしてすぐさまヒカル様はわたくしの身体からだを貪ってきました。

　だめですそんな、こういうことにはもっと手順というものが、ああでもヒカル様とっても上手、このままではわたくし、あっ、あっ、あっ──




「……という感じなのですが。いかがでしたでしょうか？」

「よかったわよ依い真ま！　とってもよかった！」

「ぼく感動しちゃった！　サービスと言いつつ途中から野獣になるヒカルお兄ちゃんが、とってもいいと思いました！」

「では次、美み來らいの番ですわよ」

「はーい！　えっとね、ぼくだったらね──」




　ほわんほわんほわん。

　目を閉じて美來が妄想を始める。




「美來ちゃん。つらい思いをしたんだね」

　ぼくの苦労話を聞き終えて、ヒカルお兄ちゃんはやさしく微笑ほほえんでくれた。

　正直、その笑顔だけで報われるんだけど、ヒカルお兄ちゃんはさらにこう言ったんだ。

「僕はいつも美來ちゃんからおねだりされてばかりだから、今日は僕がたっぷりおねだりする番だね。覚悟はいい？」

　そう言ってヒカルお兄ちゃんは、ぼくのあごをくいっと持ち上げる。

「ほっぺにチュー、してもいいかな？」

　わわっ、ホントに？

　ヒカルお兄ちゃんがチューしてくれるなんて、またとないチャンスだ！

　もちろんぼくは頷うなずいた。

　するとヒカルお兄ちゃんは、やさしくぼくのほっぺにチュッてしてくれたんだ。

　えへへ。いいなあこれ。とってもいいね。

「じゃあ、次は耳にチューをしてもいい？」

　えっ？

　ほっぺのチューは仲良しの印だと思うけど……耳はどうなのかなっ？　仲良しだけじゃ済まなくなっちゃうんじゃないかなっ？

「いいじゃんいいじゃん、一生のお願い、大丈夫やさしくするから。ね？」

　無邪気な感じでおねだりしてくるヒカルお兄ちゃん。

　そんなおねだりをされると断れない。ちょっとだけだよ、とぼくは頷く。

　お兄ちゃんはぼくの耳にチューをした。

　それから耳をはむっと甘あま噛がみ。

　さらに「ふーっ」と息を吹きかけてくる。

　わっ、これゾクゾクする……なんだかヘンな気持ちになってきたよ、ぼく……ていうかヒカルお兄ちゃん、これチューじゃないよ？　もっと別の何かだよ……

「だめ……かな？」

　ヒカルお兄ちゃんは上目遣いでおねだりしてくる。

　こんな仕草をされて断れるわけないよね。ぼくはこくこく頷いた。

　するとヒカルお兄ちゃんの行為は、どんどんエスカレートしていったんだ。

　ちょっと口じゃ言えないようなことを、あれやこれやとぼくはされちゃった。

　こんなのはいけないことだと思ったよ。でもお兄ちゃんの駄だ々だっ子こぶりが可愛かわいくてつい許しちゃう。そしてそのたびに、どんどんヘンな気持ちになってくる……

　身体からだが火照ってきたのがわかる。

　なんだか息も荒くなってきちゃった。

　そんなぼくを見て、ヒカルお兄ちゃんは最後のおねだりをしてきたんだ。

「じゃあ次は──美み來らいちゃんの全部をいただいても、いい？」

「うん、いいよ……ヒカルお兄ちゃんになら」




「……きゃー！　きゃー！」

「ああん、いいですわね、いいですわね！」

「美み來らいってもしかして天才なの？」

「ヒカル様がヒモっぽい設定になってるのも、新鮮でいいですわ」

「えへへー。いつものぼくは小悪魔っぽい攻めキャラだし、たまには受けに回るのもいいかなって思ってさ」

「あっ、そうだ。わたし次の妄想を思いついちゃった。ええとね、ええとね──」




　ティータイムのひととき。

　ツッコミ役不在の団らんは、果てることなく続いていく。
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第八話







「聞きなさいエロ三姉妹！」




　その日の放課後──すなわち朝の通学路でヒカルがプロポーズをした日の放課後のことだが。サクラはさっそく大おお神がみ家に乗り込んだ。




「かくかくしかじかの事情で、あたしとヒカルは付き合うことになったわ！」




　大神家のリビング。

　ダイニングテーブルには珂か子こ、依い真ま、美み來らい、そしてヒカルがそろっている。

　サクラを合わせて五人。

　ちょっとした家族会議の始まりだ。




「そうお付き合い！　正式な！　恋人としての！　これまでの幼なじみポジションとは違う、いわゆるカノジョという存在になりました！　ええい控えい、控えい、皆のもの頭が高いぞよ！」




　ちょっとテンション高めなサクラの言い分は、こうである。

　これまではいかに絆きずなが深く、仲が良かったとしても、サクラとヒカルは他人だった。

　お隣さんで幼なじみ同士、という程度の関係では、発言力に限界がある。

　それが恋人になればどうなるか？

　ただの恋人ではない。プロポーズされた上での交際であり、いわば婚約しているにも等しい状況である。

　つまり身内だ。

　家族も同然の存在だ。

　ということは、これから先は破は廉れん恥ちな行為に対して、強い権限で意見ができる！




（これぞ待ちに待った！　瞬！　間！）




　サクラは内心ほくそ笑む。

　ついに風向きが変わった。

　万年幼なじみ、仲は良くても空気みたいなポジションに甘んじていたが、棚からボタモチでまさかの三階級特進。乱れきった大おお神がみ家の風紀を正すは、今この時をもって他にない。

　男女の混浴は禁止。

　不必要な肌の露出も禁止。

　過度なスキンシップも禁止。

　三姉妹に鼻の下を伸ばしきっているヒカルも、これで少しは真っ当になるはず。

　さあ今日こそ言ってやろう。

　言いたいことを存分に言って（身内としての立場から！）、三姉妹のふしだらな生活に引導を渡してやる──




「「「大・歓・迎っ！」」」




　サクラが言いたいことを言おうとした矢先。

　三姉妹の声がきれいにユニゾンした。




「素敵だわ素晴らしいわ！　サクラちゃんついにやったわね！」

「ヒカル様もさすがですわ！　決める時はきっちり決めますのね！」

「いつになったら付き合うんだろ、って思ってたけど、ついにその時がやってきたんだね！　おめでとうサクラお姉ちゃん！」

「えっ？　あ、うん。ありがと？」

「ねえねえ感想を聞かせて！　今どんな気持ち？　ねえ今どんな気持ち？」

「あ、ええと。うれしいです。はい」

「プロポーズの言葉はどんなものだったのか、教えてくださいまし！」

「ええと、ごくシンプルに。結婚してください、って」

「サクラお姉ちゃん、実際に結婚するのはいつになるの!?」

「えっ、やだちょっと、そんなのまだ早いよ～。まだ付き合ってるだけだってば～」




　だんだんサクラの顔がニヤけてきた。

　三姉妹はノせるのが上う手まく、サクラはノせられるのに弱い。




「それにしてもいい話だわ。さっそくお祝いをしないとね」

「もちろんですわ。今夜は腕によりを掛けておいしい料理を作りましょう」

「それ以外にもいろいろ忙しくなるよね～。なんだかぼくやる気が出てきちゃった。ねっ、サクラお姉ちゃん？」

「あ、うん。ええと。忙しくなるって何が？　料理の話？」

「いやだわそんなの決まってるじゃない」

「珂か子こ姉さまの言うとおりですわ。そんなの決まっていますわよ」

「わーい！　花嫁修業だ花嫁修業だ～！」

「え、ちょ、何でそんな話になってんの？　あたしとヒカルが付き合い始めた、って話をしてただけだよね？」

「ええそうですわね、正式にお付き合いを始めたと聞きました。この耳で確かに」

「それもプロポーズをされた上で、ですわ」

「てことは結婚が前提だよね～」

「ちょっ」




　あわてるサクラ。

　しかし状況はすでに三姉妹のペースだ。




「いやいやちょっと待って、展開早すぎだって！　まだ今日付き合い始めたばっかなんだけど!?　それなのに花嫁修業とか結婚が前提とか──」

「でも子供のころから結婚の約束をしてたんでしょう？　それで付き合い始めたなら婚約したも同然じゃないかしら。花嫁修業も結婚が前提なのも当然じゃないかしら」
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「いや、それはそれというか、これはこれというか……だって子供のころの約束なんて誰でもするものだし、覚えてなくても不思議じゃないし──」

「でもヒカルさんは覚えていたんでしょ？」

「そしてヒカル様はその責任を取って、男らしくサクラさんにプロポーズしたのですわよね？　あまつさえ二の足を踏むサクラさんに気を遣って、とりあえず恋人としてお付き合いする形にしてくれたのでしょう？　そもそも昔の話を蒸し返したのはサクラさんの方ですわよね？」

「なのにサクラお姉ちゃんはそんなこと言うの？　うわ最低～」

「いやちょっと！　それは誤解だって！」

「ひどいわサクラちゃん。ヒカルさんとのお付き合いはお遊びだったのね」

「ヒカル様の純情をもてあそぶ……まさしく神をも恐れぬ所業ですわ。女神の権能でもって天罰を下されても文句は言えませんわよ？」

「ぼく、サクラお姉ちゃんを見損なったな……そんな人だとは思わなかったよ」

「待って待って！　なんでこんな流れになってんの!?　おかしくない!?」




　一方そのころ。

　ヒカルは番茶をすすりながら様子をうかがっていた。

　口数は多くないがわりと賢者な彼なので、こういう時は黙ってる方が得だと知っている。

　うん、あれだな。面白そうだから放っておこう。




「お遊びじゃないというなら、それを行動で証明してもらいたいわね」

「オーディン様の生まれ変わりであるヒカル様と漫然と付き合うだけなんて、神性の無駄づかいですわ。それなりの形で付き合ってもらわなければ」

「いちばん手っ取り早いのは花嫁修業を始めること！　それならお遊びじゃないってぼくたちも納得できるかな～」

「そうよ花嫁修業よ」

「花嫁修業ですわ」

「花嫁修業っ、花嫁修業っ」

「あーもーうるさいうるさいうるさい！」




　劣勢のサクラがとうとうキレた。

　十年越しの恋を遊びだと言われちゃ我慢ならない。

　証明しろというなら証明してみせようではないか。




「わかったわよ、やるわよ花嫁修行！　あんまり得意じゃないけど、料理でも掃除でも洗濯でもなんでもやっちゃるわい！」

「ねえ聞いた？」

「聞きましたわ珂か子こ姉さま」

「ぼくも聞いた～。これで言質は取ったねっ」

「──って、つい頷うなずいちゃったけど！　やっぱおかしくないこの流れ!?　何度も言うけど、あたしたちは付き合い始めで、まだぜんぜんプラトニックなんだけど!?　それがいきなり花嫁修業って！」

「でももう言質は取ったもの」

「女神の前で宣言したことを違たがえれば、恐ろしいことになると警告しますわ」

「さっそく今から花嫁修行のスタートだね！」

「……あーもーはいはい、わかったわよ、わかりましたわよ」




　サクラは観念した。

　もとより三対一、おまけに口の達者な女神が相手だ。こうなっては従うよりあるまい。




「料理でも掃除でも洗濯でも何でもやってやるってーの。どれもこれも苦手な分野だけど、勉強しておくに越したことはないし……むしろいい機会かもね。よーし、そうと決まったら逆にやる気が出てきた！　きっちりこなしてやろうじゃない花嫁修業！　見てなさいよエロ女神たち、あたしだってその気になればやれるってことを証明してあげるんだから！　さあ、どんなスパルタ教育でもどんと来い！」





　　　　†






　そしてその日の晩。

　大おお神がみ家の二階、ヒカルの部屋。




（……なぜこうなった？）




　明かりを消した天井を見つめながら、サクラは呆ぼう然ぜんと自問する。

　花嫁修業をする。それはいい。

　険しい道のりになることも予想できていた。一朝一夕でどうにかなるなら全国の主婦のみなさんは苦労しない。さぞかし艱かん難なん辛しん苦くが待ち受けているであろう、その覚悟もできていた。

　だけど何だこの状況は？

　覚悟はしていたつもりだけど、想定していたのとぜんぜん違う。




「久しぶりだね、こういうのって」




　隣で寝ているヒカル。

　彼もサクラと同じように天井を見つめながら、懐かしそうに言う。




「何年ぶりかなあ、サクラとこうして一緒に寝るのって」

「ええと、小学校二年生の林間学校ぶりかな……いやいや待って、そうじゃなくてさ」

「ん？　他にもあったっけ？　サクラと一緒に寝る機会」

「いや合ってるわよ、小学校二年生の時が最後で間違いないわよ……いやだからそうじゃなくて。もっと突っ込むべきところがあるでしょ、この状況」

「あ、ひょっとして枕が合ってない？　僕のと交換しようか？」

「うんそうね、お願いしよっかな、やっぱりいつも使ってる枕じゃないと寝づらいのよね……ってそうじゃなくて！　何であたしとあんたが同じベッドで寝てるのか、って話よ！」




　思わずノリツッコミするサクラ。

　だがそれもむべなるかな。

　なぜならただいま説明のあった通り、彼女とヒカルは同じベッドで寝ている。

　小学校低学年ならいざ知らず、思春期の青少年同士が、である。




「……返す返すもなぜこうなった……」

「花嫁修業だからでしょ？」

「いやそれはわかってるわよ！　花嫁修行の内容そのものがおかしいんじゃないの、ってあたしは言ってんの！」

「僕が覚えてる限りだとあれだね、最初はわりと普通の花嫁修業だったんだよね」

「そうね、最初は普通だったわね……まずは料理の練習から始まって……」

「始まったはいいけど、サクラがてんで下手くそでさ」

「仕方ないじゃない。あたし手先は器用じゃないし、家でも料理なんてしないし」

「で、しょうがないから次は掃除の勉強だ、ってことになったんだけど。これまたサクラがとんでもない掃除オンチで……」

「それも仕方ないわ。あたし不器用だから。家でも掃除はやらないし」

「そのころにはもうお通夜ムードになってたけど、さすがに洗濯ぐらいならできるだろう、ってことになってさ。だって洗濯なんて、洗濯物を洗濯機に入れてスイッチ入れるだけなんだから」

「そう、あたしもそう思ってたんだけど！　なぜかスイッチを入れたら煙を吹いて壊れたのよ洗濯機が！　きっとそろそろ寿命だったのね！」

「残念ながら最近買い換えたばかりだし、まだ保証期間中だったよ。人為的な故障だってことで、残念ながら保証は利かなかったけど」

「……陰謀よ！」

　追い詰められた顔でわめくサクラ。

「ぜったいおかしいわ！　だってヘンでしょ常識的に考えて!?　いくらあたしでもここまで失敗しまくるのは納得できない！　ぜったい誰かが仕組んだ陰謀に決まってる！」

「ホントにそう思ってる？」

「いえすいません、思ってません。ぜんぶあたしがダメなせいです。ホントすいません使えない女で……」

「まあ知ってたけどね僕は。家事全般に才能がないことに関しては、サクラは天才的だってこと」

「いけると思ったのよそろそろ！　あたしももう高校生だし、昔はダメだったことが今ならできるんじゃないかって！　希望的観測を持っちゃったの！」

「別にいいんじゃない？　できないことがあったって。得意なことを伸ばして苦手なことは人に任せちゃうのが賢い生き方だと思うな」

「うぐぬ……時々ぐうの音も出ない正論を口にするわよね、あんたって」

「気にしない気にしない。このあいだ読んだ週刊少年ジャンプでも、サクラみたいにベタなことやってるキャラが人気投票上位に入ってたし」

「あたしの才能のなさは漫画レベルってこと!?　うがー！」




　サクラは涙目。

　ヒカルは「あはは」と涼しい顔。




「──いやちょっと待った。そんなことより本題よ」

「本題って何だっけ」

「なんであたしらが同じベッドで寝てるのかってこと！　こうやってのほほんと会話してると、うっかり肝心なことを忘れちゃうじゃない！」

「別にいいんじゃない？　おじさんとおばさんには許可もらってるし」

「うちのパパとママは参考にならない！　『なんならヒカルくんと種付けしてきなさいわっはっは』とか言い出すタイプだから！」

「あー。確かに言いそう」

「そうなのよね、ホントうちのパパとママってば──ってまた話が横道に逸それる！」

「結局のところあれでしょ？　サクラが家事オンチすぎるからこうなってるんでしょ？」

「うぐ」

「料理も掃除も洗濯もダメ、あとは床上手になるしかない、さっそく同じベッドで修行しましょう──ってことになって、心神喪失状態のサクラがうっかり同意した。そんな流れだったんじゃないかな」

「はいソウデスネ。冷静な指摘ありがとうゴザイマス」

「じゃ、やっぱやめとく？　この修行」

「……それも癪しやくに障さわる。何もできない女あつかいのまま引き下がるのは嫌。このまま逃げ帰ったら、三姉妹からあとで何言われるかわかんないし」

「難儀な二律背反だね。ちなみに僕は、サクラと同じベッドで寝られて幸せだけど」

「……あんた、あっさり状況を総括するのやめなさいよ……そんな笑顔で言われたら反論できなくなるじゃない……」

「大丈夫。サクラが嫌がることはやらないよ」

「べ、別に嫌がってるわけじゃ……」

「僕は待つ男なんで。サクラがその気になるまでいくらでも待つよ。何日でも何ヶ月でも、何年でもさ」

「……それはそれで、こっちに判断を丸投げされてる気がする」

「じゃあやろう今すぐ。まずはキスから入って、それから──」

「出た極端なやつ！　あんたは頭の中に零と一しかないデジタルネイティブ男か！　そうじゃなくてもっとこう、雰囲気とか流れとか──ああもう我ながら面倒くさい女だなあたしは！　とりあえずちょっと黙ってて！　考えるから！　意見まとめるから！」

「はいはい。じゃあ待ってるよ」




　おかしそうに笑うヒカル。

　サクラは寝返りを打って顔を覆おおう。




（あーもー！　何なのよこの状況は！　本当に！）

　叫びたい気持ちでいっぱいだ。

　本当、どうしてこんなことになってるのか。あたしのせいか。すまん。

　でもでも──とサクラは葛藤する。

　言い訳ではないが、仕方ない面もあると思うのだ。女神たちが悪人でないことはわかっているけど、神だけにちょっとついていけないところもあって、天災みたいなその存在にどうしても振り回されてしまう。

　思えば昔は平和だった。

　昔──といってもせいぜい数ヶ月前だが。女神たちがいなかったころはヒカルとの関係は穏便で、破は廉れん恥ちがどうとか言って怒鳴り込むこともなく、まして床上手になるために同じベッドで寝るなんてあり得なかった。

　平和。

　そう確かに平和だった。

　何も起こらなかった。ヒカルとの関係は完結していて、お互いに何のアクションを起こすこともなく、『高校生になっても未いまだに仲の良い、ちょっとめずらしい異性の幼なじみ』のまま時間が流れていた。

　……。

　…………。

　………………。

（うん。あかんわそれ）

　サクラは自覚する。

　人生の無駄づかいだ。三姉妹が現れなければ、ヒカルとの関係はずっと変わらないまま、何のアクションも起こさないまま、いつまで経たっても幼なじみ同士のまま、だった予感がひしひしとする。自分が奥手なことをサクラは理解している。今回は『たまたま』ヒカルが告白してくれて事なきを得たが、いつもそんな幸運に恵まれるとは限らない。幼なじみ同士のまま何年も経って、いつかヒカルが別の誰かと付き合う未来もあったかもしれない。というより冷静に考えて、そちらの未来に進んでいた可能性が高い気がする。

（そんなのぜったい嫌）

　強く強くサクラは思う。

（だって好きだもん、ヒカルのこと）

　そこはぜったい譲れない。

　オーディンの生まれ変わり？

　いずれ神として復活するかもしれない？

　知らん。ヒカルはヒカルだ。昔からずっと好きだった、ちょっとヘンだけどやさしくて芯のしっかりしてる、いつも隣に居つづけたい男の子だ。

　隣に居つづけたいなら。

　ずっとそばに寄り添いたいなら。

　何もかも今まで通りでいいはずがない。変わらないためには変わらなきゃいけないのだ、矛盾してるようでもそれが真実なのだ。




　だったらまさに今。

　謎の流れで同どう衾きんを果たしたこの瞬間こそが。

　変わらないために変わる、絶好のチャンスなのでは？




「ねえヒカル──」

　意を決して声を掛ける。

「今日、する？」

　積極的とは言いがたい少女の、精一杯の誘い。

　ヒカルの答えはこうだった。




「ぐう」




　……。

　…………。

　………………。




（……寝やがったこいつ！）




　べしっ。

　思わずヒカルの頭をはたいた。

「いたっ……ぐう」

　反応はあったけど、すぐにまた寝た。

（こいつは！　ホントこいつだけはッ！）

　信じられない信じられない！

　なぜ平然と寝る!?　いやヒカルらしいけど！

　それにしても！　いやそれにしても！

「そいやっ！（べしっ）」

「いたっ……ぐう」

　思わずもう一度はたいてしまった。そしてヒカルはまた寝た。

（はあ……わかったわよ、いいわよもう）

　サクラはあきらめた。

　まあこういうヤツだとはわかっている。

　妙なタイミングでズレている、それが大おお神がみヒカルであり、時に良さでもある。惚ほれた弱みの運の尽き、こんな感じで彼とは一生付き合っていくしかあるまい。

（あーもーバカみたい！　寝よ寝よ！）

　布団をかぶり、ごろりと横になる。

（まあでも……これでよかったのかな？）

　冷静に考えて、恋人として付き合い始めた初日だ。無理にどうこうする必要はないはずである。口車に乗り、雰囲気に流されて、状況次第では一線を越えてしまうかもだった。あぶないところだった。

（そうよそうよ。別にゆっくりでいいのよ）

　出会ってから十数年。

　付き合い始めるまでそれだけの時間が掛かったのだ。

　時間を掛けるのは別に悪いことじゃない。世間様ではペースの早いお付き合いが主流なのかもしれないが、誰も彼もがそのペースに付き合う必要もあるまい。

（だから今日は寝るわ。おやすみなさい）

　そう自分に言い聞かせ、目を閉じる。

　いろいろあった日だったけど、なんだかんだでいい日でもあった。

　願わくば明日もいい日でありますように。





第九話







（……って、寝られるかー！）




　五分も保もたなかった。

　布団をはねのけて飛び起きる。

　プールで泳いだ後みたいに目が赤く充血している。




（いい話風にまとめようとしたけど無理だって！　意識するって！　だって隣にヒカルがいるし！　好きな人いるし！）




　こんな状況で寝られるのは常人じゃない。ヒカルは常人じゃないからすやすや寝ているが、サクラはごく一般的な感性の持ち主である。

　なおかつ、まっとうに健康的な十六歳女子である。




（正直！　興奮して！　寝られません！）




　うがー！

　布団を転げ回る。

　身体からだが熱い。色々もてあます。

　時おりヒカルの寝息が首筋に掛かったりすると、生理反応でぞくぞくしてしまう。

　試しに般はん若にや心しん経ぎようを唱えてみても、心頭滅却すれば火もまた涼し、というわけにはいかない。煩悩は若者の特権だ。その点に男子も女子もない。




（よし。落ち着くぞあたし。とにかく落ち着くのだ）




　無理やり言い聞かせる。

　煩悩が収まるわけじゃないし、冷静になれるわけでもないが、とにかく考えないと。

　欲望に負けず、クリーンにブレイクして、清い関係を保つために、可能な限りの手段を採る。今やるべきことは何をおいてもそれだ。




（……ん？　あれ？）




　不意に冷静になってきた。

　ていうか……ほんとにあかんの？　それって。

　欲望に負けて、清い関係から卒業する。悪いことだろうか？　正式に恋人としてお付き合いしてるのに？　まして結婚の約束もしてるのに？




（ぜんぜん悪くないじゃん。むしろ正義じゃん）




　ということは。

　ここで手を出してしまっても、別に何の問題もない？

　ごくり。

　のどが鳴る。

　隣で寝息を立てているヒカルを見下ろす。

　意外ときれいな肌。おいしそうなくちびる。

　長い付き合いだ。タヌキ寝入りかそうでないかは区別がつく。今のヒカルは完全無欠に寝入っている。

　ということは？

　ここで何かしちゃったとしても、バレないんじゃ……？

　仮にバレたとしても、それは合法の範囲なのでは……？




（ごくり）




　再びのどが鳴る。

　恐るべし誘惑。おののくがいい貞操観念。

　若い男女が同どう衾きんした時点で、教科書的な倫理観は意味を喪失した。

　この場において天使は悪魔であり、悪魔こそ天使である。よくある良心と悪心との葛藤は意味を成さぬ。

　どきどきどきどき。

　心臓が早鐘を打つ。

　とりあえず。

　とりあえずだ。

　普段はできないことをやってみる、というのはどうだろう？　前フリとかオードブル的な意味あいで！

　ともすれば荒くなりがちな息を必死で抑え、ヒカルの顔にそっとくちびるを寄せる。

　ヒカルが起きていてさえ聞こえないような小さな声で、ささやく。




「……ヒカル。好きだよ」




　ぎゃー！　ぎゃー！

　転げ回る。じたばたじたばた。

　おっといけない。こんなに騒いでいたらさすがのヒカルも目を覚ましてしまう。




（それにしても──うひひ。言っちゃった言っちゃった）




　長年にわたり言いたくても言えなかったことを、ついに言ってしまった。

　相手は寝ているだろうって？　そんなの関係ない。

　そもそも告白されて付き合っているだろうって？　冗談はよしこさん、言葉に出して確かめるのがいつだって大事なのだ。以心伝心なんて体ていのいいサボりの言い訳、英単語ひとつ覚えるにしたって、口に出して発音した方が効率いいではないか。




（おっと冷静になれあたし。要注意、要注意……）




　浮き足立つ自分をいましめる。

　なぜならこういう時、『いつの間にかヒカルが目を覚ましていました！』みたいな展開になりがちなのだ。そういう地雷を踏みがちな自分を、サクラはよく知っている。

　なので念入りに確認する。

　ヒカルの顔をべたべた触り、鼻先に耳をそばだてて寝息を確認。さらに胸に耳を当てて心臓の鼓動を確認。──よし、やっぱり熟睡している。百パーセント安全。

　この状況で寝入ってしまったヒカルが腹立たしかったが、今の流れになればむしろありがたい。ぜひ朝まで熟睡してていただきたい。

　その間、好き勝手にやらせてもらうがな！

　いつの時代も隙を見せたヤツが悪いのだ！




（キスでしょうここは！）




　まさしく千載一遇のチャンス。

　逃す手はあるまい。ここを逃せば次はいつになるかわからない。まだ付き合い始めた初日？　そんなの知らん。幸運の女神が微笑ほほえんだ時こそ吉日であり好日なのだ。こんな好機を見逃したら罰が当たる。天の配剤に背を向けてもいいことはない。

　あたしやります。

　宮みや本もとサクラ十六歳、大人の階段を一歩のぼらせていただきます……！

　覆おおい被かぶさるようにして顔を近づける。

　ヒカルは熟睡中。約束された勝利。どんなヘタレでもここは外さない。

　さあやるよ、やりますよ。

　ほっぺたじゃありませんよ、くちびるですよ。

　さわやかに初キッス、いただいてしまいますよ──




（……なーんて！　問屋が卸してくれないわよね！　知ってた！）




　あわてて顔を離すサクラ。クリーンブレイク。

　だってこんなに上う手まくいくわけない。自慢じゃないが生粋の恋れん愛あい音おん痴ち、こんなにテンポよく物事が進むなんてあり得ないのだ。必ず罠わながある。




（このシチュエーションにおける罠はズバリ、エロ三姉妹！）
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　キッ、と！

　サクラは部屋のドアをにらみ付ける。

　どうせ──どうせドアの向こうで息をひそめてるんでしょ？

　あたしとヒカルが何をするか、その目で確かめようとしてるんでしょ？

　だってそもそも花嫁修業の一環だもんねこれって！　三姉妹プロデュースの！　ほぼ忘れかけてたけど！

　あの三姉妹ならぜったいやる！　こんな面白そうなイベントを黙って見てるわけがない！　ぜったい観察してるし、なんなら動画も撮ってるし、あとでその動画をひけらかしてニヤニヤする！　そんな未来が見える！　時と運命の女神ノルンじゃなくたって、その程度のことは予想がつく！

　サクラはベッドから跳ね起きる。

　跳ね起きて一直線、部屋のドアへ駆け寄る。

　ドアの向こうでクスクス笑ってる三姉妹の姿を暴くべく、勢いよくドアを開ける。

　がちゃり！

　こらエロ三姉妹ー！

　こっちがいつもやられてばかりと思ったら大間違いよ!?　先の展開を読むのはあんたたちの専売特許じゃない、今回ばかりはギャフンと言わせて──




（……いないんかい！）




　いなかった。

　ドアを開けた先は暗い廊下が広がっているだけ。

　真夜中の大おお神がみ家は無人の家屋のように静まり返っている。

　──いや邪魔しに来なさいよ!?　こういう時のお約束でしょ!?　このパターンですんなりキスが上う手まくいったらダメでしょ!?　空気読みなさいよ空気を！

　無言で地じ団だん駄だを踏むまねをして、くやしがるサクラ。




（いいや。ちょっと待った）




　とある可能性にふと気づく。

　ドアの外で聞き耳を立てている、なんてのはさすがにベタすぎる。さてはもっと別のやり方で監視しているのでは？

　有りうる話だ。

　盗聴器、隠しカメラ、手段はいくらでも用意できる。おまけにここは三姉妹のホームグラウンド。何かを仕掛ける時間は十分にあるだろう。そもそも三姉妹は女神だから、権能とやらで透視なんかもできるかもしれない。

　なるほどね、そうきたか──サクラは納得する。

　敵は高等戦術に出たわけだ。考えてみればそれも当然、こちらを監視するのであればなるべくバレない手段を採るに決まっている。なんと腹黒い連中であろう、あやうく騙だまされるところだった。

　であれば次なる行動は必然！

　階段を駆け下り、ヒカルの部屋がある二階から一階へ！

　三姉妹が布団を並べて寝室としている大広間に！　奇襲を掛ける！

　先手必勝、こちらが気づいてることに相手が気づいてないうちに、動かぬ証拠を押さえるのだ！

　がらり！

　引き戸を開ける。

　ほーら見たわよ三姉妹！

　どうせそんなことだろうと思ってたのよ、あたしとヒカルのキスシーンをデバガメしようなんて百年早い、いつもあんたらにしてやられてるあたしだけど、今日という日は立場を逆転させてや──




（……寝てるんかい！）




　普通に寝ていた。

　ドアを開けた先の寝室では、三姉妹そろって寝息を立てていた。明らかにタヌキ寝入りではなく、殴っても起きそうにない熟睡の態ていで。

　ていうか！

　寝るなよ！

　エア地じ団だん駄だを踏んでサクラは悔しがる。

　ここはアレでしょ、何か仕込んでくるところでしょ!?　なに普通に寝てるのよ、お約束を信じて意気揚々と乗り込んできたあたしがバカみたいじゃないのよ！　いやまあ、独り相撲で勘違いしてドヤ顔で乗り込んで見事に空振りだったんだから、実際バカなんだけどさ！　ごめんね！

　ていうか人様の家で何してるんだあたし！　反省します、ほんとすいません！




　そして今ここで白状します！

　あたし、キスしようなんて本気で思ってませんでした！




　なぜなら！　ぜったい邪魔される予感があったから！

　だってそうでしょ!?

　このパターンなら百発百中で何かやってくるでしょ!?　それを前提にして動くでしょ、普通だったら！　邪魔されると思ってたからこそ、つい出来心で強気な態度を取ってしまったんですよ！

　だからもう開き直るけど、キスはしません！

　ましてその先はぜったいにしません！　いや無理でしょ!?　だって初めてだし！　あたし一応これでも女子だし！　自分からはできませんそういうこと！　自分からそういうことできるなら、とっくに自分からヒカルに告白してますぅ！　とっくの昔に付き合ってて、リア充っぽくイチャコラしてますぅ！

　なので今日はもう寝る！

　フテ寝する！

　さっさと意識を夢の中に放り込んで、何もかも忘れたふりして明日の朝を迎える！　もうそれしかない！　こんなあたしの姿を誰かに見られたら恥ずかしくて死ぬ！　あたしまだ死にたくない！　ヒカルと付き合って一日で死にたくない！




　ヒカルの部屋がある二階に戻り、ベッドに潜り込む。頭から布団をかぶってギュッと目を閉じる。

　さあ寝よう、羊の数でも数えて寝てしまおう。朝になればきっと流れも変わる。今夜の無理ゲーは記憶の彼方かなたに放り投げて、新しいゲームを始めるのだ。そうしようそうしよう。そうするべき、そうしたい、そうなればいいな──




（……いやだから寝れないんだって！）




　布団をはねのけて飛び起きる。

　以下ループ。振り出しに戻る。





　　　　†






　──以上、独り相撲で乙女っぷりを暴走させる、宮みや本もとサクラの姿をお届けしました。





第十話







　一方そのころ。

　大おお神がみヒカルは夢を見ていた。

　否いな。正確には未来の幻視を。





　　　　†






（ここは──？）




　気づくと別世界にいた。

　日本ではない。おそらく地球ですらない。

　炎と氷、高波うねる大海原。見上げても見上げても果てのない、壁のような大樹。

　世界は楕だ円えんと球を足して割ったような形を取り、そも上下左右の概念がない。




　戦があった。




　神々と巨人たち。

　魔ま狼ろうに怪蛇、妖精と死せる亡者ども。

　戦せん鎚ついが火花を散らし、雷が乱れ飛び、戦乙女たちが翼をはためかせる。

　まさに大戦。

　世界の終わりを想起させるエネルギーの放散、破壊の坩る堝つぼ。




「神々の黄昏たそがれ」




　誰かが言った。

　その誰かはいつの間にか隣に立っていた。

　ギャルっぽい見た目の美少女──運命の女神ノルン。




「はろーオーディン様。ようやくお目覚め的な？」

「ん……ああ……」




　ヒカルは目を瞬かせ、そして唐突に思い出す。

　何を？　すべてを。神話世界とされている現実世界の、成り立ちと来し方を。




「夢を見ていたよノルン」

「へえ？　どんな夢だし？」

「僕は別の世界に生まれ変わっていた。そこは日本という国でね。小さな島国なんだけど、なんだかんだでいい国なんだ。僕はその国で、わりと普通の男の子として生を受けた。神ではなく人間としてね」

「ふーん。ちょっと興味ある的な。もっと聞かせてほしいし」

「大して面白くない話だよ？」

「構わないし。よろしくお願いするし」

「じゃあ話そう。僕はその世界で、普通の人間として人生を送っている。大して特徴のないヤツなんだ。顔がいいわけでもない、背が高いわけでもない、いつもニコニコ笑っているのだけが取り柄の、平凡な少年でね」

「へえー？　でもチラッと聞く限り、オーディン様と同じような男の子なんじゃないか的な？」

「そうかな」

「いやそうっしょ。ガチそっくりじゃん。オーディン様って、見た目の平凡さでいったらアースガルズ随一だし」

「あはは。ひどい言いぐさだ」

「いつもニコニコ笑ってるのも、やっぱオーディン様と同じだし」

「そりゃ一応、僕は大たい神しんってポジションだしさ。周りにいろいろ気を遣ってるんだよこう見えても。神々のトップに立つには政治的配慮が必要だからね、何かと」

「それでもオーディン様はウチらのナンバーワンだし。叡えい智ちを愛し愛され、ルーンの奥義を編み出した戦の神。グングニルを揮ふるい、来る最終戦争に備えて策謀を巡らす大軍師。何だかんだでオーディン様がいてくれるからこそ、ウチら神々はやっていけたんだし」

「でも僕は負けた」




　ヒカルは真まっ直すぐ前を見つめて言う。

　戦がある。

　雷神トールが戦せん鎚ついを振り上げ、怪蛇ヨルムンガンドが大あぎとで威嚇する。

　炎の巨人スルトが剣をかざし、妖精王フレイが死にものぐるいで応戦する。

　死者の軍勢と、押し寄せる巨人の軍勢が矛を交えている。鋼と鋼が打ち合って飛び散る火花、噴水のように吹き上がる血潮、鬨の声ウオークライ、断末魔の悲鳴。




「負けたんだ僕は」

　再びヒカルは言う。

「それはもう見事にね。ヴァルハラに英傑たちの霊を集めて一軍を作っても、大した意味はなかったらしい。ラグナロクに向けてそれなりに用意はしてたけど、神々の時代を保つことはできなかった」

「仕方ないっしょ」

　ノルンはあっけらかんと言う。

「叡えい智ちも武勇もしょせんは栄枯盛衰、形あるものである限り終局から逃れることはできないし。神だとか偉そうに言ったって、実際のところはそんなもんだし」

「ドライだねノルンは」

「ウチは時と運命の女神だから。当然っしょ」

　そっか、とヒカルは頷うなずく。

　まあそういうこともあるだろう。

　神々の価値観は人間のそれに比べてアバウトだ。原初により近く、力あるゆえの大らかさが、彼らをしてそうさせる。

「……で？」

　ヒカルは肝心なことを訊きく。

「これは何？　僕がいま見ている光景は──僕の記憶が確かなら、神々の黄昏たそがれはとっくの昔に終わったはず」

「神々の黄昏はラグナロク・二度訪れるセカンド」

　ノルンは言う。

　目の前に迫る滅びの光景を前にしても、彼女は何も変わらない。

　時のすべてを司つかさどる彼女にとって、今も今じゃないいつかも、滅亡も延命も、あるいは生と死すらも同一線上の概念。

　世界樹ユグドラシル──世界そのものを育む彼女にとって、有も無も等しく愛すべき対象だ。

「人間世界ならいざ知らず、ウチら神々がいちど負けたぐらいで根絶されるはずもなし。繰り返すっしょ、当然ながら。勝つまで何度でも」

「それはアレかな？　いわゆる並行世界での出来事ってやつ？」

「うーん。まあそうとも言う的な？」

「じゃあ何度もループしてる世界観なのかな？　最適解が導き出されるまで永久に終わらないみたいな」

「うーん、確かにそう言えないこともない的な？」

「わかった。つまりそれが三姉妹の言うところの、仮想ラグナロク空間ってやつなんだ」

「ううん。それはまた別物」

「……お手上げ。全然わかりません」

「ま、別にわかる必要もないっしょ」




　ノルンは笑う。

　ヒカルは肩をすくめる。




「この身を知恵の泉に浸した僕でさえわからない。神ってやつはホント、偉そうに振る舞ってるわりに高が知れてる」

「それだけ奥が深いってことっしょ、この世界が」

「前から思ってたけどノルンって最強じゃない？　時間を司つかさどるって、つまりあらゆる事象をその手に収めてる、ってことじゃん」

「そのかわりウチは好き勝手なことできないっしょ。力あるゆえの制限、ウチが三姉妹に分かれてるのも、人間で言うところの三権分立を体現してるから的な」

「ちなみにさっき見てた夢の中にもノルンはいました。ウルズとベルザンディとスクルドと、僕は楽しい毎日を送ってたな」

「夢もうつつも紙一重っしょ。あっちの世界からしたらこっちの世界こそ夢。それにウチは時と運命の女神、過去と現在と未来すべてがウチのフィールド。むしろどこにでも在らないと職務怠慢っていうか、矛盾することになるし」

「そっか。じゃあ向こうの世界は夢じゃなくて現実か──つまりこちら側で起きている現象はあちら側に干渉し得る」

「その通りっしょ。こっちが滅べばあっちも滅ぶ的な。コインの表と裏の関係みたいなもので、どっちが欠けても存続し得ないっていう」




　ノルンは笑う。

　ヒカルは肩をすくめる。




「まあオーディン様にとって、こっちの現実こそがうたかたの幻。事実を知ったところで大した影響はないし」

「そうだね。僕はあっちの世界で仕事がある──といっても、あっちに戻ったらこっちのことはぜんぶ忘れちゃうんだけどさ」

「ま、問題ないし。あっち側にいるウチがそれなりにナビゲートするっしょ。もっとも、あっち側のウチとこっち側のウチは完全に同一なモノでもない的な」

「ややこしいね」

「そのへんは大目に見てほしいし」

「お互い様だからね」

「そーゆーことだし」




　ノルンは笑う。

　ヒカルは肩をすくめる。




「じゃあ僕は行くよ。そろそろロキがヘイムダルを打ち倒すころだ」

「さすがのオーディン様も、自分の世界が終わるところは見たくない的な？」

「そうならないために僕がいるんだよ。並行して存在する可能性世界で、もしもの未来を拾い上げるために──万にひとつ、億にひとつの希望を見み出いだすために、僕の概念は次元を渡った。あらゆる権能も、記憶のすべてさえもなげうってね」

「ういうい。じゃあ向こうの世界での仕事よろしく的な。オーディン様がやるべきことが何かはわかってるっしょ？」

「わかってるとも。ひとつには、僕の記憶と権能をあちらの世界で取り戻すこと」

「もうひとつの仕事は？」

「首尾よくロキと結ばれてラグナロクの未来を書き換えること」

「うえーい。百点満点だし」




　ノルンは笑う。

　ヒカルは肩をすくめる。




「それにしてもねえ。まさか僕とロキが結ばれることが、最大公約数的な解決法になるとはねえ」

「人間の世界には政略結婚の概念がある的な。ロキは『HUNTER×HUNTER』のヒソカみたいなヤツだから、扱い方ひとつで敵にも味方にもなるし」

「基本男だけどね、あいつ」

「それは人間世界に伝わってる話っしょ？　ウチら神々の世界じゃ男も女もあんまり区別ないし。実際、あっちの世界のロキは女の子に生まれ変わったし」

「不器用ツンデレの属性までつけてね」

「叛逆神トリツクスターの本領っしょ。ロキがどう転ぶかわからないキャラなのは昔から首尾一貫して変わってないし」

「いやはやまったく」




　ヒカルは目の前で繰り広げられる滅びの光景を見つめる。




　ロキ。

　アースガルズ最凶の悪神。

　対するヘイムダルはアースガルズの守り手たる光の神だが、一見して苦戦しているのがわかる。名高きギャッラルホルンの持ち主も、滅びの化身となって襲い来る災厄が相手ではさすがに分が悪いとみえる。




　ロキ。

　悪鬼のように、凶獣のように歯を剥むき、血走った目で高笑いながら血まみれの剣を揮ふるう、かつての友にして義兄弟。

　いろいろあった。

　いろいろあって反目し、ラグナロクを迎えたが──今は語るまい。




　ただ黄昏たそがれゆくだけの運命を座して迎えるなら。

　たとえゼロに等しい可能性にでも、縋すがってみようではないか。

　オーディンとロキ。

　結果として道を違たがえることになったふたりが、共に手を携えることができるなら。

　きっとそれは、敵と味方に分かれてしまった仲間たちの誰にとっても、輝かしい未来となるだろうから。




「ところでさノルン」

「何だし？」

「あっちの世界に帰る前に、ちょっとひとりごとを聞いてくれないかな。ひとりごとっていうか愚ぐ痴ち？　場合によっては相談？　かもしれないけど」

「ういうい。どんな話だし？」

「昔話だよ。神話世界こつちじゃなくて現実世界あつちの」

「ういうい。ドーゾドーゾ」

「僕の名前は大おお神がみヒカル。さっきも言ったけど普通の人間だ。わりと普通の家庭に生まれて、わりと普通に育って、わりと平凡な人生を歩んできた」




　彼は語る。

　目の前で進行するラグナロクの光景を眺めながら。

　自らが犯した失敗を、凄惨で破滅的な未来を、瞳の奥に焼き付けながら。




「まあ大好きな幼なじみがいるし、両親は放任主義で話のわかる人たちだし、正直恵まれてはいるんだけど──それに元が僕オーデインだからそこそこ変人なんだけど。それでも『普通』のカテゴリに収まる範囲で生きてきた。争いはあっても命に関わるものじゃなくて、悲しいことがあっても髪の毛がぜんぶ抜けるほどじゃない。ほどよい温度のお風呂みたいな、そんな毎日を過ごせていたんだ。

　幸せだったよ。

　本当に運がよかった。

　僕みたいな人生を送れる人間がほんの一握りしかいないことを、僕はよく知っている。生まれた瞬間にひどいハンデを背負うこともなかったし、自分より幸せな人間を血眼になって探しては呪って回る人生とも縁がなかった。

　腹八分目をもって足るを知る。

　そんなお手本みたいな運命に生まれついていたんだよ。

　何事もなければ──そして本来ならきっと何事も起きない人生だったと思う──普通に幼なじみと恋愛して、普通に結婚して家庭を築いて、普通に子供を作って育てて老後を送って普通に家族に見送られて死ぬ。最高に最大公約数的な幸せを、僕は全身で全力で全霊で、この魂に受け止められていたと思うんだ。

　ガッツポーズだよ。

　望外とはこのことだろうね。

　確実にその瞬間の僕は、人生で最高の笑顔を浮かべた死に顔をしてただろうさ。

　でもねノルン。

　僕は今からとてもひどいことを言うんだけど。




　すっごく、退屈だった。




　そりゃもう本当にものすっっごく、とんでもなく、あくびのしすぎで死ぬんじゃないか、ってくらいに退屈だったんだ。

　いやわかってるんだよもちろん。自分でも僕、言ったでしょ？　今からとてもひどいことを言うって。飽食の極み、持てる者の傲慢、なんとでも言ってくれていいさ。実際その通りだから反論もできない。

　でも事実だから僕は言う。

　嘘うそ偽りない本心を白状する。

　平穏な幸せは、うんざりするほど退屈だった。

　安寧を享受しながらも、その幸運に感謝しながらも、心のどこかでいつも思ってたよ。

　こんな世界はぶっ壊れてしまえばいい、って。

　何もかもがひっくり返って、あらゆる価値観が逆転して、平穏も安寧も吹き飛ばしてほしい、って。

　ここじゃないどこか、今じゃないいつか、そんなものをこの目で見てみたい、この身で体感したい、って。

　そして願いは叶かなった。

　ウルズが、ベルザンディが、スクルドが──ノルンがやってきて。

　僕は念願の『普通じゃない生活』を手に入れた」




　ヒカルは言う。

　穏やかな顔で。

　彼がいつも絶やさない、平穏で安寧な表情で。




「そんで？」

　ノルンは先を促す。

「実際に念願が叶ってみてどうだったし？」

「恐こわいね」




　ヒカルは即答する。

　その顔はやはり穏やか。

　いつも絶やさない、平穏で安寧な表情のまま。




「いざ世界がひっくり返ってみると、コトの重大さに戦慄するよ。まともじゃないからね、今の僕の生活は。サクラはちゃんとついてこれるんだろうか、って正直心配になる。今じゃ毎日妄想して過ごしてたころが懐かしいね。せっかく妄想が叶ったっていうのにさ、僕はまだ『普通じゃない生活』を手に入れた自分に戸惑ってるんだ──どうかな？　こんな僕ってやっぱりヘンかな？」

「うん」




　ノルンは頷うなずく。

　彼女が常にそうであるように、チャラくてギャルっぽい、何も考えてなさそうな顔で。




「すっごいヘン。念願が叶ったなら両もろ手てを挙げて喜べばいい的な。逆に聞くけどオーディン様──ヒカルっちは、別に元の生活に戻りたいと思ってるわけじゃないっしょ？」

「うん。思ってない」

「だったらもう答えは決まってるっしょ？」

「うん。僕は、僕に与えられた立場をまっとうするよ。オーディンの生まれ変わりとして生を受けた命を、目いっぱい面白おかしく生きていく」

「でしょでしょ～？　それ以外に選択肢ないっしょぶっちゃけ？　ヒカルっちの言ってることって、要するにないものねだりってことっしょ？　河ふ豚ぐは食いたし命は惜しし、的な」

「バッサリ切るねえ」

「フツーにホントのこと言ってるだけっしょ。まあオーディン様って昔から、神々の中でもいちばん人間クサいタイプだったし。だからこそ逆に『神々の上に立つ』なんてこともできたわけだし」

「結果として神々の黄昏たそがれを招きもしたけどね」

「ま、そのへんは好きなように反省したらいい的な。終末の未来を書き換える可能性を、こうして大おお神がみヒカルという形で残してるわけだし。神々の代表としても、人類の代表としても、思う存分に、納得のいくように、進んでいったらいいっしょ」

「君はいつでも真理を突くね」

「まだ話したいことある的な？」

「いいや」

　ヒカルは首を振る。
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　最終戦争の凄惨な光景を、平穏で安寧な表情で見つめながら彼は言う。




「これっきりだよ。この話はもうこれっきり。愚ぐ痴ちは十分に聞いてもらった。ありがとねノルン」

「どういたしまして」

「といってもまあ、なるようにしかならないけどね。あっちに戻ったら記憶もないし権能もないし」

「記憶も権能もあったらチートっしょ。万能でも全能でもないからこそ、ウチらは今ある形を取ってるわけだし的な」

「それもまた真理だね。……じゃあそろそろ行くよ。今の僕はうたかたの存在、長くはこちらに現界していられないから」

「ういうい、そんじゃまた。……まあ肩肘張らず気楽にやるといい的な。最初からダメ元でやってる試みだし、向こうの世界のオーディン様はいわば走そう馬ま燈とうのようなものだし。何の成果も上がらなくたって何も困らないっしょ。極端な話、こっちに戻らずに向こうの世界で楽しくおかしく暮らすのもアリなわけで──」





　　　　†






　最後まで聞こえなかった。

　ヒカルは再びまどろみに落ちる。

　明日の朝ご飯はなんだろう、と考えながら。





第十一話







　翌朝。

　大おお神がみ家のリビング。





　　　　†






「夢を見たんだ」

　食事の席について、ヒカルは昨夜の出来事を思い返している。

「昨日の夜だけどさ。僕はサクラと一緒のベッドで寝ていてね」

「あらあら」「まあまあ」「それでそれで？」




　興味ありげに訊たずね返す三姉妹。

　珂か子こはテーブルに皿を並べ、依い真まはキッチンで鍋を火に掛け、美み來らいはヒカルにお茶を注ついでいる。

　いつもの光景、いつもの大神家。

　いつもと違うのは、脂汗をだらだら流し、うつむきながら席についている宮みや本もとサクラの姿がこの場にあること。




「具体的に聞かせてヒカルさん」と珂子。

「事細かに聞きたいですわヒカル様」と依真。

「微に入り細に入り聞かせてね、ヒカルお兄ちゃんっ」と美來。

「いやまあ、なんせ夢なんで。細かいことは覚えてないんだけど」

　苦笑いしながらヒカルはお茶を飲んで、

「好きだよ、ってささやかれたね。とりあえず。サクラから」

「「「きゃ────────っ!?」」」




　黄色い声をあげる三姉妹。

　サクラの肩がぴくりと動く。




「好きだよ、って僕にささやいたサクラは、ごろごろ転がって身もだえしてた」

「「「きゃ────────っ!?」」」

「すっごいニヤニヤしてたね。普段のサクラじゃあり得ないくらいにデレデレだった」

「「「きゃ────────っ!?」」」

「それからキスされそうになった」

「「「きゃ────────っ!?」」」

「僕の顔をべたべた触って、ちゃんと寝てるかどうか確認してね。僕の鼻先に耳をそばだててさらに確認して、僕の胸に耳を当てて心臓の鼓動まで確認して、それからゆっくりくちびるを近づけてきて」

「「「きゃ────────っ!?」」」

「あれは明らかにほっぺたじゃなくてくちびるを狙ってたね。まあほんの紙一重、髪の毛一本分ぐらいまで近づいて、けっきょくやらなかったんだけど。でもあそこまでいったらもう、事実上キスをしたと言ってもいいと思うんだ。ね、サクラもそう思うでしょ？」




「──ていうか何でぜんぶ覚えてんのよ!?」




　サクラがわめく。

「あんた寝てたんじゃなかったの!?　ぜったい寝てたわよね!?　なのに何で覚えてるのよおかしいでしょ！」

「うん寝てた。でもなぜか覚えてる」

「なぜかって何よ!?　寝てるなら忘れてなさいよ！　ましてや昨夜の出来事を洗いざらいべらべらしゃべらないでよ、あたしを恥ずか死させる気か！」




　サクラはヒカルの首を絞めてぶんぶん揺さぶる。

　ヒカルは「あはは苦しいよサクラ」と抗議する。




「でもでも素敵よね」珂か子こがうっとり顔で言う。

「花嫁修業の甲か斐いがありましたわね」依い真まがしきりに頷うなずく。

「劇的な効果だよね、予想以上の！」美み來らいが無邪気にはしゃぐ。




「これはあれよね、花嫁修業はもっと続けるべきよね」

「当然ですわ珂子姉さま。次こそは『事実上のキス』ではなく『事実のキス』をしてもらわねば」

「てゆーかサクラお姉ちゃん、一緒に住んじゃえばいいんじゃない？」

「美來あなた天才ね。そうよそうよ、サクラちゃんもこっちの家で同居しちゃえばいいのよ」

「いわゆる同どう棲せいですわね。そして同棲からの大人の階段ですわね」

「わー！　なんかすっごくエロい響きだね！」

「当然よ、だってぜったいエロいことになるんだもの。キスから先へ進むのも、こうなったら時間の問題だわ」

「いいアイデアを思いつきましたわ。今度は隠しカメラを仕掛けておきましょう。そうすればサクラさんの恥ずかしい姿を鑑賞して、いつでもニヤニヤできますわ」

「依い真ま、あなたひょっとして天才なの？　もはや発明とも呼ぶべき発想ね。さっそく採用しましょう、隠しカメラってAmaz●nでも買えるのかしら」

「ねえねえ、ぼく気づいたんだけどさー。それだったら女神の権能を使って透視しちゃえばいいんじゃないかな？　ヒカルお兄ちゃんとサクラお姉ちゃんが寝てるところを」

「美み來らい、あなたやっぱり天才！　そのアイデアも採用しましょう。隠しカメラでデータを保存して、透視能力でリアルタイム観測する。これなら完璧に──」

「あーもーウザいしうるさいし！　三人いっぺんにしゃべられると頭痛くなる！　ひとりにまとめて！」




「「「へんし～ん！」」」




　三姉妹が合体し、時と運命の女神ノルンが現れた。

「さて、そんじゃまあサクラっちをイジるのはこのへんにして。朝ご飯にするし。今日はヒカルっちの大好きな、一日おいて美お味いしくなったカレーですよ的な」

「いよっ、待ってました！　いやー好きなんだよね僕、ちょっと時間をおいて旨うまみを増したカレーライスが。肉と野菜とソースがしっかり馴な染じんで、塩っ気が丸くなって、アミノ酸の旨みもたっぷり増して──まさに人生の喜びがすべて詰まってる一皿と言っても過言じゃないよね」

「ヒカルっち、カレーのトッピングはどうするし？　福神漬け山盛りで、パルミジャーノをたっぷり削る的な？」

「うん、それでお願いします！　今日はそれに加えて、フライドオニオンなんかも入れちゃおうかなー」

「いいねいいねー、フライドオニオン。甘くて香ばしくて旨みが増す的な」

「そして勢いに乗って、フライドガーリックも入れてみようかな、っていうね」

「うっわ極悪！　これから学校に行くのに！　でも美味しいよねニンニク、ウチも入れてみよっかな的な」

「……ていうかあんたら、さっきまで盛り上がってた話題をあっさり変えて……あたしは辱められ損かっての……まあ話題が逸それたから助かったけど……」




　そんなわけで朝食になった。

　いつもの食卓、いつもの光景。




「「「いただきます」」」




　三人（あるいは五人）が唱和する。

　カレーライスがみるみるうちに胃袋へ消えていく。




「あーおいし。悔しいけどめっちゃおいしいよねこのカレー……あたしもこういうの作れるようになれたらなー」

「慣れちゃえば簡単だし。サクラっちもがんばれば作れるようになるし」

「いやどうかなー……あたし料理オンチには正直自信あるっていうか。カップラーメン作ってもなぜか変な味になるのよね……」

「サクラのそれはもう才能だと僕は思うんだな。いっそ才能を思いっきり伸ばして生かした方がいいんじゃない？」

「いやいや、どうすんのよそんな才能伸ばして。使い道ないでしょ？」

「うーん……世界一料理ができない女としてタレント活動するとか？」

「絶対イヤ。あたしにも一応プライドがあります」

「そんなところにプライドを発揮しなくてもいいんじゃない？　世の中には適材適所ってものがあるんだしさ。面白いと思うよ？　ひとつのジャンルを極めてみるのも」

「無む茶ちや言うんじゃないわよ。ていうか需要ないわよそんなタレント。それに現実問題として、料理ができなすぎるとこの先が困るでしょ？　なんていうかホラ、あたしもそのうちお嫁さんになったりもするわけで……」

「だいじょうぶ。結婚したら僕がごはん作るから」

「あぐぁ」

「というわけで早く結婚しようねサクラ。花嫁修業はほどほどでいいよ、僕がちゃんと面倒見るからさ」

「あ、はいスイマセン、ありがとうございます──じゃなくて！　だからあたしにもプライドがあるんだって！　最低限のことができるようにならないとお嫁に行けないんだって！」

「サクラは考え方が古いなあ。いいじゃん別に、世間一般の夫婦関係じゃなくても。僕が働いてお金を稼いで、料理も洗濯も掃除もやる。ぜんぜんがんばるよ、サクラのためだったら」

「うわ、何その最高の玉たまの輿こし！　旦那さんに全任せで遊び放題できるってこと？　うーんどうしよ、そこまで優遇してもらえるなら今すぐ結婚しちゃってもいい──ってそんなわけあるか！　あたしはヒモか！　だからプライドがあるって言ってるでしょ!?　ていうかあんた、あたしがどれだけ努力してもどうせ挫折するって思ってるでしょ!?　思ってるからそういうこと言うんでしょ!?」

「あっはっは。いやいやまあ。あっはっは」

「こ・の・や・ろ・う！　もうちょっと信用してよ！　がんばればできるようになるわよあたしだって！　少しぐらいは！　カップラーメンぐらいなら作れるようになるわよ血の滲にじむような特訓をすれば！」

「あははやめてよサクラ苦しい。首を絞めるのはやめて息ができないから」

「ひゅーひゅー、朝からお熱いことだし。カレーも食べてるから余計に体温が上がるし、見せつけるのは程々にしてもらいたい的な？」

「出た！　横から茶々を入れるヤツ！　言っとくけどねあんたら三姉妹が来なければわりと上う手まくやってたのよあたしとヒカルは！　ライバルもいなかったし、放っておけばいずれちゃんと結ばれたんだから！　十年後ぐらいにはたぶん！」

「うわー？　その脳天気な発想には、さすがのウチもおかんむりだし。賭けてもいいけど、そんなヌルい考え方じゃ今の時代で生き残っていけない的な。ヒカルっちには別の女ができただろうし、サクラっちにも別の男ができてたはず的な」

「ちがいますー！　あたしはヒカル一筋ですー！　ヒカル以外の男にはこれっぽっちも興味ないですー！」

「えーホントにー？　いまいち信用できない的なー？」

「ホントですー！　嘘うそついてないですー！　命かけてもいいですー！」

「んー、イマイチ本気っぽさが伝わってこないっていうか？　口では何とでも言える的な？　本気ならその証明をしてもらいたい的な？」

「証明なんかしなくたって本気だし！　だってあたしヒカルのこと好きだし！　むしろ愛してるし！　あまりにもあたしが不ふ甲が斐いないから時間をもらってるけど、状況が許すなら今すぐ結婚してもいいとさえ思──って何言わせんのよ!?」





　　　　†






　おちょくるノルン、まんまと乗せられるサクラ。

　ふたりの愉快なやりとりを眺めながらヒカルは思う。

　前世がどうあれ、生まれ変わりがどうあれ、いま目の前にあるこれが現実。

　オーディンがどうとか、北欧神話世界がどうとか、そんなのあんまり関係ない。

　今を生きよう。かけがえのないこの輝かしき時間を。

　長くは続かない幸福かもしれないけど、だからこそしっかり味わっていこう。

　幸いにも面白い環境に巡り合えたのだ。巡り合わせに感謝しつつ、なるべく面白おかしく、できればちょっぴりエロく──人生を歩んでいこう。




　……まあでもとりあえずそんなことより。

　空になった皿を左手に、きれいに舐なめ取られたスプーンを右手に、満面の笑みで。

　大おお神がみヒカルは高らかに、こんなお願いをするのだった。




「それにしても今日のカレーは美お味いしいね。お代わりください！」

[image: ]






あとがき









　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。新作『サクラちゃんが可愛かわいいだけの小説。』の第一巻をお届けいたします。





　　　　†






　新作を書く際の常として、まず最初に『何を書くか』で悩みます。

　書きたいことがたくさんあったり、あるいは逆に何も思いつかなかったり──作家によって悩みはそれぞれですが、今回の僕はこうでした。




『書き始めたものの続きをどう書いたらいいかわからない』




　……というのも今作は、『自分史上とにかく最高に肌色の多いシーンから書き始める』というコンセプトからスタートしておりまして。それを第一話で達成してしまうと、そこから先はぺんぺん草も生えない荒野が広がるのみ、ある意味『第一話・完！　以上！』になるわけで。ピリオドが打たれた物語の先を書くことは時に蛇足となり、曲がりなりにも完結をみたからには作家の筆が止まるのも必定といいますか。

　とはいえ僕もプロのはしくれなので、書籍にまとまらない物語を納品するわけにはいきません。無い知恵を絞ってピリオドの先を考えます。四苦八苦しながらも書き進め、本当のピリオドがどこにあるのかを探り続けます。




　さて、最終的に『ぺんぺん草も生えない荒野』からどんな物語が生まれたか？

　結論から言えば、めちゃくちゃ面白いラブコメが生まれました。

　人生のコツは、あれこれ悩まずとにかく始めてしまうこと。始めさえすればあとは明日の自分が何とかしてくれます──と、昨日の自分の後始末に追われる今日の僕がドヤ顔で断言しつつあとがきを終わります。




　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。





２０１９年吉日　鈴木大輔
















電子書籍特典



















　宮本サクラは可愛い。




　どこが可愛いか？

　頭のてっぺんから足の先まで、余すとこなくすべてだ──彼女を知る人は口を揃えてそう言うだろうが、ここにクリティカルな決定打がある。




　ナース服だ。

　ここは正統派ナース服ではなく、あえてアレンジ版ナース服でいく。




　ナース服は可愛い。可愛い要素しかない。白いナースキャップ、同じく白いエプロン。そしてナースといえば注射。手に持ってポーズを決めてもらいましょう。




　さあご覧あれ。

　宮本サクラ＋ナース服でございます。

　可愛い＋可愛いの競演でございます。

　可愛いに可愛いを足せばより強力になるのは道理なれど、なにせ元が宮本サクラだ。単なる足し算に終わらない、爆発的なシナジーが生まれる。生まれてしまう。すなわち可愛いのビッグバン。料理で言えば満漢全席。

　繰り返すが、なにせ元が宮本サクラだ。もはや可愛いだけでは済まされぬ。呼吸する社会現象とでも言うべき、歩くインフルエンサーとでも表現すべき、そんな可愛さ。「もーダメですよ患者さん、めっ」みたいな表情もいいですね。正直ゾクゾクします。




　というわけで結論。

　これは『宮本サクラが可愛いだけの小説。』の『宮本サクラが可愛いだけのピンナップ。』である。合計十三回の『可愛い』を使って存在価値をアピールしたこの特典、どうぞご査収ください。




ＰＳ

宮本サクラのコメント

「確かにナース服は可愛いんだけど、そういう喜び方をするのはちょっとキモいと思います」


















宮本サクラが可愛いだけの小説。




【電子特典付き】








鈴木大輔
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